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「はまだエコかるた」作品より

身近にできる地球温暖化対策に取り組んでみましょう！身近にできる地球温暖化対策に取り組んでみましょう！
グリーンカーテン（緑のカーテン）

ちょっと見直し 使わないときは？

エコドライブ１０のすすめ

ＬＥＤ電球に替えてみませんか

買い物には、マイバッグを持参しましょう
～ 浜田市マイバッグ持参運動 ～

　夏の暑い日にエアコンが欠かせない生活をしていませんか？
みんなでエアコンを使用すると、電力使用量が増えるだけでな
く、室外機の運転により、外の温度は更に上がって暑くなって
いきます。
　アサガオやヘチマ・ゴーヤなどのツル性植物で作る、自然の
カーテン（グリーンカーテン）は、暑い夏に効果的です。「自
分だけ涼しい」を「みんなで涼しい」に変えませんか？

○テレビを見ないときは、消しましょう。
○パソコンを使わないときは、電源を切りましょう。
○電気ポットを長時間使用しないときは、プラグを抜きましょう。
○温水暖房便座を使わないときは、フタを閉めましょう。

①ふんわりアクセル「eスタート」
②加減速の少ない運転
③早めのアクセルオフ
④エアコンの使用を控えめに
⑤アイドリングストップ
⑥暖気運転は適切に
⑦道路交通情報の活用
⑧タイヤの空気圧をこまめにチェック
⑨不要な荷物は積まずに走行
⑩駐車場所に注意

　ふだん何気なく使っている照明器具。使っていない照明を消
すことはもちろんですが、白熱電球や電球型蛍光ランプに替
わって、次世代省エネ型ＬＥＤランプが脚光を浴びています。
　同じ明るさで、消費電力は８分の１、寿命は40倍という、優
れた特性を備えています。

　地球温暖化の防止やごみの減量化のため、マイバッグを持参
しましょう！「マイバッグ持っています」の一言が、地球の環
境を守る一歩につながります。

【特集１】エコライフ 毎日続けて
地球を守ろう！
エコライフ 毎日続けて
地球を守ろう！
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川や海にやさしい暮らしを始めませんか！川や海にやさしい暮らしを始めませんか！

市民活動に参加しませんか！市民活動に参加しませんか！
はまだエコライフ推進隊（浜田市地球温暖化
対策地域協議会）～会員募集～

浜田市アダプトプログラム
～参加団体募集～

　はまだエコライフ推進隊は、地球温暖化対策など環境問題に
取り組む市民組織です。
　昨年２月に設立し、現在122の団体・個人の皆さんにより、
マイバッグ持参運動など、様々な活動に取り組んでいます。
　今年は、ゴーヤやアサガオなどのグリーンカーテンにも取り
組んでいます。

　アダプトプログラムとは、市民と
市が協働で進める、まちの美化活動
です。
　公園や広場など、公共の場所の清
掃・美化活動をしてもらえる団体や
事業者を募集しています。
　市では、清掃道具・花の球根の提
供やごみの回収、ボランティア保険
への加入など、ボランティア活動を
支援しています。
　現在、20の団体・グループが登録
し、清掃・美化活動を行っています。
　ぜひ、皆さんも一緒に活動しませ
んか。

　何気なく流しているものが、大切な川や海をこんなに汚しています！
魚がすめる水質にするのに必要な水は、バスタブ（300ℓ）何杯分？
・天ぷら油（使用済み・20㎖）…………20杯
・マヨネーズ（大さじ１杯・15㎖）……13杯
・牛乳（コップ１杯・200㎖）   …………11杯
・米のとぎ汁（１回目・500㎖）…………4杯
【水にやさしい暮らしの工夫】
・油は流さず使いきる工夫をしましょう。やむを得ず捨てる

場合は、古新聞やボロ布などにしみこませて、生ごみと一
緒に捨てましょう。市役所本庁と各支所に設置している廃
食用油回収ボックスも利用してください。

・米のとぎ汁は、1回目だけでも庭の木や畑にまいて利用し
ましょう。

・石けん、シャンプー、洗剤などは、適量を使いましょう。
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各種助成・支援制度の紹介各種助成・支援制度の紹介 詳しくは、各担当課へお問い合わせください。

住宅用太陽光発電システム設置事業補助金　（本庁くらしと環境課：☎内線２２１）

生ごみ処理機購入に伴う補助金　（本庁廃棄物リサイクル課：☎内線２２３）

モニター制度（無料）～あなたも今日から、省エネ生活～　（本庁くらしと環境課：☎内線２２１）

【募集期間を延長します】
※　ただし、総予算額（600万円）に達した

時点で終了します。
要件
○市内に自ら所有・居住する家屋
○市内事業者からの購入・施工
○着工前に申請
○市税の滞納がないこと
補助金額
○１kwあたり３万円（上限４kw・12万円）

要件
○家庭用電気式処理タイプ（容器タイプは対象外）
○市内に住所を有し居住している個人
○３年以内に同制度による補助を受けていないこと
○市税の滞納がないこと
補助金額
○購入額の１／３（上限20,000円・１基のみ）

省エネナビ

　家庭での電力使用量をリアルタイムで測
定・表示する機器（省エネナビ）のモニター
家庭を募集しています。
　「省エネに興味があるけど、何をすれば
効果があるのか分からない」・「省エネを心
掛けているけど、どの程度の効果が出てい
るのか分からない」という人、家庭で『エ
ネルギーの見える化』をしてみませんか？

燃費マネージャー

　自動車の燃費をリアルタイムで測定・表示する
機器（燃費マネージャー）のモニターを募集して
います。
　「エコ運転に興味があるけど、どう運転すれば
いいか分からない」・「エコ運転を心掛けているけ
ど、どの程度の効果が出ているのか分からない」
という人、燃費向上の最大の秘訣は、ふだんの運
転の中にあります。
　アクセルの踏み方をダイレクトに反映してくれ
る『燃費マネージャー』を使って『エコドライブ』
をしてみませんか？

太陽電池モジュール
架台
交流側開閉器

直流側開閉器

住宅用分電盤

電力量計

インバータ
（パワーコンディショナ）

接
続
箱

商
用
系
統

買
電
用

売
電
用
（
余
剰
電
力
販
売
用
電
力
量
計
）

保護装置

住宅用太陽光発電システムイメージ図
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身近な生活環境を大切に！身近な生活環境を大切に！

浄化槽設置補助金（浜田・金城自治区内の補助金交付対象区域）（本庁下水道課：☎内線４５０）
要件
○専用住宅に浄化槽を設置するもの

（建売住宅など、建物の販売・賃貸の目
的での設置は除く。）

○「浄化槽設備士」などの有資格者が施工
すること

補助金額
○５人槽…………332,000円～352,000円
○６～７人槽……414,000円～441,000円

環境にもやさしい　合併処理浄化槽

ごみの野焼きは 違法行為です！
「ごみ」は、分別区分に従って出しましょう

夏場に向けた環境衛生

消費生活相談「啓発うちわ」の配付

犬の飼い方

ねこの飼い方

　農林漁業などから出た少量の稲わらなどの焼
却やどんど焼き・宗教行事・キャンプファイヤー
などは、法律の例外規定とされていますが、風
向きや時間を考慮し、近所に迷惑のかからない
ようにしてください。
　また、ビニール・プラスチック・ゴムなど、
臭いや煙などの生活環境への影響が大きいもの
は焼却できません。

　この時期は、蚊などの虫が発生しやすい時期
です。家の周りの側溝などを清掃し、害虫の発
生を防ぎましょう。

　市では、「浜田市消費生活相談窓口」を平成21年９月１日付け
で設置し、消費者トラブルなどの相談業務を行っています。
　このたび、消費生活相談「啓発うちわ」を5,000本作成し、自
治会・町内会などに配付することにしました。申込み順に配付
し、無くなり次第終了とします。盆踊りに併せてご利用になって
はいかがでしょうか。
申込方法　電話で申し込んでください。
申込み・問い合わせ先　本庁くらしと環境課（☎内線２２１）

　犬の散歩のときには、フンを持ち帰って後始
末をしてください。
　飼い犬には、必ず迷子札をつけましょう。
　子犬のときから、しつけをして無駄吠えをし
ないようにしてください。

できるだけ屋内で飼うようにしてください
　ねこの生活環境が整っていれば屋内で飼うこ
とができます。感染症の防止、交通事故の防止
など、ねこの健康と安全のために屋内で飼うよ
うにしましょう。
所有者不明のねこに餌を与える人は…
　子ねこは半年で次の子ねこを産むようになり、
ねこの数が爆発的に増えます。餌を与えるのな
ら、ねこが増えないように不妊去勢手術をする
こと、餌場の掃除・後片付けをすること、ねこ
のフンの後片付けをすることなど、責任を持っ
て餌を与えてください。

島根県消費生活センター
マスコットキャラクター
「だまされないゾウくん」
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利用料金　30分まで　　　　無料
30分～１時間　　200円
１時間～４時間　30分あたり100円加算
４時間～　　　　１時間あたり100円加算

※　１日（24時間）あたり、上限2,000円
※　外来患者は無料です。
　玄関横の「身障者用駐車場」は、体の不自由な
人が、自分で運転して来られた場合に利用できる
よう、ご協力をお願いします。

　事前に申請を行うことにより、85,000円の検診
料が65,000円になります。
助成額　20,000円
助成要件　市に住所を有すること
※　ただし、同じ年度内に１回限りとなります。
助成手続
①浜田医療センター（健診センター）に検診予約

を行う（☎�７７００）。
②検診日が決定したら、市役所本庁または各支所

において、申請を行う。
※　検診日が確定する前に申請することはできま

せん。
③決定通知を交付しますので、必ずその通知を持っ

て受診してください。
※　事前に手続をしない場合は、助成を受けるこ

とができませんので注意してください。

申請先　本庁地域医療対策課健康推進係または各
支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

※　６月14日㈪～ 30日㈬の間に検査を受け、全
額支払われた人は、申請により20,000円を助成
します。領収書・印鑑・通帳を持参し、手続を
してください。申請手続は、８月末までにお願
いします。

【注意】　「ＰＥＴ－ＣＴ」と「人間ドック」は、
検査の内容や目的が異なります。それぞれの検
診項目を理解の上、予約してください。

問い合わせ先
本庁医療対策課健康推進係（☎内線１６９）

浜田医療センターにおける「PET－CTがん検診」の助成を行います

浜田医療センター駐車場の利用について

浜田医療センター浜田医療センター【特集２】【特集２】
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　当院は、島根県西部地区唯一の救命救急セン
ターとして24時間体制で地域の住民の皆様に安全
で質の高い医療を提供すべく日々努力しています。
　しかし、昨今は個人の都合により生活時間に合
わせて何時でも受診できる病院として利用する患
者さんが増加し、本来の救急の診療に影響がでて
います。現在、毎月約1,000人の救急患者を受け
入れしていますが、入院を要するのは約２割であ
り、大部分が軽症となっています。
　そのため、医師をはじめ医療スタッフは過重労
働となっており、入院中の重症患者さんの診療に
影響を及ぼすことが懸念されます。
　そこで、９月１日㈬より、緊急の受診が必要で
ない患者さんの減少を目的として、他院からの紹
介状がない初診の救急受診の場合、平日の午後５
時15分から翌朝午前８時30分および土・日･祝日・

年末年始においては、従前の特定療養費（3,150円）
の代わりに時間外選定料金（5,250円）を自費で
負担していただくことにいたしました。
　皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたし
ます。

浜田医療センター院長　　
日　野　理　彦　

浜田医療センター時間外選定療養費（時間外の特別料金）の負担について

適用開始　９月１日㈬　午前０時～
対象時間

平日　午後５時15分～翌日の午前８時30分
土・日・祝日および年末年始の一般外来休診
日は終日

負担額　5,250円
※　ただし、次の人は除きます。
・入院を必要とする人
・他院からの紹介状を持参した人

・再診の人
・重篤、緊急性があるため救急車搬送された人
※　これまでは、「初診時」の特定療養費とし

て3,150円を負担してもらっていましたが、
時間外の場合は、時間外選定療養費（5,250円）
となります。

浜
田
市
の
医
療
と
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を
守
る
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き
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～
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・
日
ご
ろ
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健
康
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理
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近
な
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医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
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ら
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気
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防
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く
り
に
心
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ま
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う
。

※　

救
急
車
や
救
急
隊
員
の
数
は

無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

で
も
救
え
る
命
が
増
え
る
よ
う
、

安
易
な
救
急
車
の
利
用
は
控
え

ま
し
ょ
う
。
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せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
内
線
１
６
４
）

《日曜・祝日に体調が悪くなったら…》
浜田市休日応急診療所 休日診療在宅当番医

　市医師会の内科医・小児科医が、当番制で休日
診療を行います。
　比較的軽症な救急患者の受診を受け持ちます。
時間　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階（☎�２６１２）
※　１月１日は、診療を行いません。

　那賀郡医師会の医院・診療所が当番制で休日診
療を行います。
時間　午前８時30分～正午
場所　はまだ情報カレンダーをご覧になるか、市

または市医師会ホームページで確認してく
ださい。

http://www.hamada.shimane.med.or.jp/
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

昨年８月１日　下垣真希さんへ出演依頼
（中央は伯父の田中瑞穗先生）

下
垣
真
希
さ
ん
の
こ
と

　

浜
田
生
ま
れ
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

『
下
垣
真
希
平
和
の
リ
サ
イ
タ
ル

２
０
１
０｢

命
の
賛
歌｣

』
が
、
８

月
８
日
㈰
石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

下
垣
真
希
さ
ん
は
、お
母
さ
ん
の

実
家
の
浜
田
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

へ
き
地
医
療
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

た
お
父
さ
ん（
温
泉
津
町
出
身
）の

転
勤
で
、
岐
阜
県
の
下
呂
町
に
移

り
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
で
声
楽

を
専
攻
さ
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
に

留
学
さ
れ
ド
イ
ツ
国
家
声
楽
教
授

資
格
を
取
得
さ
れ
、
ケ
ル
ン
国
立

音
楽
大
学
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
の
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
万
博
の
閉
幕
式
で
は
、
ア

ジ
ア
代
表
と
し
て
日
本
歌
曲
を
独

唱
、２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博「
愛
・

地
球
博
」
で
は
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
か
れ
る
な
ど
、内
外
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
近
年
は
日
本
の
美
し

さ
や
命
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
高
い
コ
ン
サ
ー

ト
や
講
演
を
開
催
さ
れ
、
そ
の
活

動
は
全
国
的
に
注
目
を
集
め
、
多

く
の
人
々
の
共
感
を
得
て
い
ま
す
。

〝
長
崎
の
鐘
〟
を
浜
田
で
熱
唱

　

下
垣
さ
ん
の
叔
父
さ
ん
は
長
崎

医
科
大
学
（
現
長
崎
大
学
）
に
入

学
さ
れ
、三
刀
屋
町
出
身
の
永
井
隆

博
士
宅
に
下
宿
し
て
医
学
を
学
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
４
５
年

８
月
９
日
、長
崎
の
原
爆
に
被
爆
さ

れ
、命
か
ら
が
ら
島
根
の
家
族
の
元

に
戻
ら
れ
、最
後
ま
で
生
き
る
努
力

を
さ
れ
ま
し
た
が
、間
も
な
く
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
18
歳
で
し
た
。

永
井
隆
博
士
は
、自
ら
も
被
爆
し
な

が
ら
、
被
爆
者
の
救
護
に
尽
力
さ

れ
、
病
床
に
伏
し
な
が
ら
も
、
世

界
に
向
け
て
「
平
和
を
」、「
如
己

愛
人
（
己
の
如
く
人
を
愛
せ
よ
）」

の
精
神
を
訴
え
続
け
た
の
で
す
。

博
士
や
叔
父
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

育
っ
た
下
垣
さ
ん
は
、こ
の
２
人
の

思
い
を
伝
え
る
使
命
感
に
駆
ら
れ
、

永
井
博
士
原
作
の
「
長
崎
の
鐘
」

を
生
涯
の
歌
と
さ
れ
、平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
て
自
ら
書
き
下
ろ
し
た

歌
語
り
「
我
が
心
の
歌　

長
崎
の

鐘
」
は
全
国
各
地
で
公
演
さ
れ
、

感
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今

回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
下
垣
さ
ん
に

と
っ
て
、
永
年
の
夢
で
あ
っ
た
生

ま
れ
故
郷
浜
田
で
の
里
帰
り
公
演

で
す
。
下
垣
さ
ん
を
知
る
た
く
さ

ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
実
現
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　最近、日本では恋愛に興味のない若者が増えて
いるとよく聞きますが、お隣の韓国ではどうでしょ
う。
　韓国も昔と比べ、恋愛や結婚に興味のない若者
は多くなっているようですが、それでも彼氏・彼
女がほしいと思う人は多いようです。しかし、恋
愛をするためには、まず出会いがないと何も始ま
りません。合コン（韓国では「ミーティング」と
いいます。）とかは日本でもよく見られる出会い
の形ですが、今日は日本とは少し違う韓国の男女
の出会いについて紹介したいと思います。
　韓国で合コンよりもポピュラーなのが「紹介（ソ
ゲ）ティング」です。友だちから異性を紹介して
もらう１対１の出会いです。「今彼氏（彼女）募
集中なんだ」と周りの人に言っておけば、知り合
いの中から紹介してくれます。一見、お見合いと
同じものに思えるかもしれませんが、結婚を前提
としたお見合いよりは、ずっと負担のないもので
す。紹介者が相性の良さそうな人を選んで紹介し
てくれるため、成功率は割りと高いです。私の周
りにも紹介ティングを通して彼氏ができた人や、
結婚した人はとても多いです。
　また、ネット上の同好会やサークルの仲間から
恋人に発展するパターンもよく見られます。イン
ターネットの普及がとても進んでいる韓国では、 

ネット上のサークルで趣味活動をする若者が多い
です。写真・スポーツ・料理・外国語など、様々
なサークルがあり、遠いところにいる同じ趣味を
持つ人と簡単につながることができます。こういっ
たサークルはオンラインだけではなく、オフライ
ンの活動もするところが多く、良い出会いの場に
なっています。多様な人と出会える、そして同じ
趣味を共有できるというところが魅力といえます。
　ほかにも、図書館や電車などで理想の人を見つ
けたら積極的にアプローチするのも、情熱的な人々
が住む韓国ではそう珍しくないことです。また、
キリスト教の信者がとても多いので、教会で知り
合った人と恋人になったという話もよく聞きます。
　文化が違えば、恋愛の形も変わってきますね。
運命の人を見つける方法はいろいろありますので、
日本の皆さんにも韓国式の出会いに挑戦してもら
いたいと思います。

浜田市国際交流員　金　穂原
韓国の恋愛事情

新・お元気ですか㊿
浜田市長 宇津徹男
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平
成
23
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
受
験
の
申
込
み
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
採
用
試
験
実
施

要
項
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

採
用
職
種
・
人
員
・
要
件

○
一
般
事
務
員　
若
干
名

対
象　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

○
建
築
技
術
員　
１
人

対
象　
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
建
築
士
法

に
基
づ
く
一
級
建
築
士
の
免
許

を
有
す
る
人

○
土
木
技
術
員　
１
人

対
象　
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

○
消
防
士　
１
人

対
象　
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

第
一
次
試
験　
９
月
19
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校
（
黒
川

町
）

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項

（
本
庁
人
事
課
・
各
支
所
自
治

振
興
課
・
消
防
本
部
お
よ
び
各

連
絡
係
に
あ
り
ま
す
。）
に
基

づ
き
、
受
験
申
込
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
実
施
要
項
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵
便
で

請
求
す
る
場
合
は
「
採
用
試
験

実
施
要
項
請
求
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
に
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
角
２
封
筒
）
を
同
封
し

て
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
２
日
㈪
～
20
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
【
〒
６
９
７
︲
８

５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎
内

線
３
３
０
）】

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
期
間　
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
（
月
単
位
）

掲
載
料　

１
か
月
１
０
、０
０
０

円
申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
広
報

情
報
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。「
し
ま
ね
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申

し
込
め
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
広
報
情
報
課
広
報
係

（
☎
内
線
２
７
５
）

　広島市および長崎市に原爆が投下されて、今年で65年目
になります。また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈
念する日」です。
　広島市および長崎市では、それぞれ原爆が投下された時
間に、原爆死没者のご冥福と世界恒久平和の確立を祈念す
るため、平和の鐘を合図に１分間の黙とうがささげられま
す。また、８月15日㈰には日本武道館で全国戦没者追悼式
が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を追悼し、平和を
祈念するため、正午から１分間の黙とうがささげられま
す。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をしています。市民
の皆さんにおかれましても、この趣旨に賛同いただき、そ
れぞれの家族や職場において黙とうにご協力ください。
原爆が投下された日
広島　８月６日　午前８時15分
長崎　８月９日　午前11時２分
全国戦没者追悼式　８月15日

　昭和20年８月６日、世界最初の原子爆
弾が広島に投下されました。
　終戦から65年を経て、戦争の記憶が薄
れつつあります。人類が二度と核による
悲しみを被ることのないよう「原爆の悲
惨さ」を訴え、今忘れ去られようとして
いる「平和の尊さ」を市民の皆さんに再
度確認してもらうため、パネル展を開催
します。
展示内容　広島・長崎原爆写真パネル
開催期間　８月４日㈬～17日㈫
場所　市役所本庁１階市民ロビー

黙とうにご協力ください 平和アピールパネル展

（本庁総務管理課）

平
成
22
年
度 

市
職
員
採
用
試
験

平
成
22
年
度 

市
職
員
採
用
試
験

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
募
集
！

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
募
集
！
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

推
進
団
体
を
表
彰
し
ま
す

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
を

災
害
か
ら
守
る
避
難
支
援
制

度
に
つ
い
て

　

こ
の
表
彰
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
推
進
に
尽
力
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
な
団
体
に
対

し
て
、
浜
田
市
少
年
女
性
防
火
委

員
会
が
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
も

の
で
す
。

対
象　
自
治
会
ま
た
は
町
内
会
で
、

そ
の
自
治
会
ま
た
は
町
内
会
に

属
す
る
世
帯
の
、
お
お
む
ね
８

割
以
上
の
世
帯
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
る
団
体

申
請
方
法　
自
治
会
長
ま
た
は
町

内
会
長
が
、
表
彰
申
出
書
（
市

消
防
本
部
予
防
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
内
市
少
年

女
性
防
火
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
１
１
６
７
・
▢ＦＡＸ
�
１
２

２
８
）

http://w
w

w
.city.ham

ada.
shim

ane.jp/kyukyu/kyu/
kasai_yobou/boukaiinkai.
htm

l

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
９
月
９
日
㈭
を
「
救
急

の
日
」、こ
の
日
を
含
む
１
週
間（
９

月
５
日
㈰
～
11
日
㈯
）
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に
普

及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の「
救
急
の
日
」を
通
じ
て
、

救
急
車
の
正
し
い
利
用
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

救
急
車
の
呼
び
方

　

電
話
で
１
１
９
番
が
通
じ
た
ら

次
の
要
領
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な

る
べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
応
急
手
当

・
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡

・
保
険
証
の
準
備

●
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

た
ら
…

　

救
急
車
を
誘
導
す
る
た
め
道
路

に
出
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
意
識
障
害
・
大
出
血
の

あ
る
患
者
は
、
救
急
隊
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
生
命
の
危
機
に
陥
る
場
合

■
交
通
事
故
で
す
。（
ま
た
は
）

急
病
人
で
す
。

■
○
○
町
○
○
町
内
○
○
の
北
側

で
す
。（
目
標
は
詳
し
く
）

■
○
○
が
倒
れ
て
呼
び
か
け
て
も

反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
け
が

人
が
○
人
で
す
）

※　

年
齢
・
性
別
・
症
状
も
、
で

き
る
だ
け
詳
し
く
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
私
は
○
○
で
す
。
こ
の
電
話
は

○
○
局
○
○
○
○
番
で
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
の
適
切
な
応
急
手
当

（
気
道
確
保
・
人
工
呼
吸
・
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
除
細
動
・
止
血
）

の
実
施
が
極
め
て
重
要
で
す
。

応
急
手
当
講
習

　

皆
さ
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含

め
た
応
急
手
当
を
覚
え
て
も
ら
う

た
め
、【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】
を

実
施
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
９
月
９
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
消
防
本
部
会
議
室

定
員　
先
着
40
人

料
金　
無
料

※　

講
習
修
了
後
に
、
修
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
が
、
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
「
災
害
時
要
援
護
者

支
援
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
支
援
制
度
に
登

録
し
た
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
地
域
で
の
情
報
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
避
難
支
援
体
制
を
整
備
し
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

制
度
の
必
要
性

　

大
規
模
な
災
害
発
生
直
後
は
、

電
話
の
不
通
や
道
路
の
寸
断
な
ど

に
よ
り
、
消
防
や
警
察
な
ど
の
公

的
機
関
は
現
場
に
到
着
で
き
な

か
っ
た
り
、
到
着
が
大
幅
に
遅
れ

た
り
す
る
な
ど
、
十
分
な
対
応
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
近
所

の
人
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
お

互
い
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

安
否
確
認
や
避
難
支
援
な
ど
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。



11　　　広報はまだ：平成22年８月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て

登
録
が
で
き
る
人

　

在
宅
で
生
活
す
る
次
に
該
当
す

る
皆
さ
ん
が
災
害
時
要
援
護
者
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人

⑵　

身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者

の
う
ち
、
そ
の
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
人

⑶　

療
育
手
帳
の
所
持
者

⑷　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
所
持
者

⑸　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

　

こ
の
ほ
か
、
実
態
に
応
じ
て
対

象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

族
な
ど
の
支
援
が
困
難
な
た
め
、

災
害
時
に
周
囲
の
助
け
が
ほ
し
い

と
思
う
人
は
、
お
近
く
の
民
生
児

童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
の
方
法

　

災
害
時
要
援
護
者
の
う
ち
⑴
の

皆
さ
ん
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ま
た
は
本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅

支
所
は
福
祉
課
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

⑵
～
⑷
の
皆
さ
ん
に
は
当
該
手

帳
申
請
の
際
に
、
登
録
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

新
た
に
75
歳
に
な
っ
た
人
は
、

民
生
児
童
委
員
が
伺
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
登
録
を
希
望
す
る

人
は
、
本
庁
地
域
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支
所

は
福
祉
課
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

情
報
提
供
先

　

作
成
し
た
登
録
台
帳
は
、
災
害

時
要
援
護
者
の
支
援
を
予
定
し
て

い
る
団
体
の
う
ち
、
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
市
と
協
定
書

を
交
わ
し
た
団
体
に
提
供
し
ま
す
。

支
援
組
織
な
ど

・
民
生
児
童
委
員

・
消
防
団

・
自
主
防
災
組
織

・
自
治
会
・
町
内
会
ま
た
は
集
落

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
警
察
署

　

個
人
情
報
は
、
市
役
所
お
よ
び

支
援
組
織
に
お
い
て
適
正
に
管
理

し
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
支
援
と
災
害

発
生
時
の
避
難
支
援
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

支
援
組
織
に
お
願
い

　

支
援
組
織
の
人
は
、
登
録
者
に

次
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
情
報
伝
達　
避
難
勧
告
や
河
川

の
氾
濫
な
ど
の
防
災
情
報
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
誘
導　
声
を
か
け
て
一
緒

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
安
否
確
認　
災
害
発
生
時
に
は
、

要
援
護
者
の
安
否
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
円
滑
な
支
援
活
動
の
た

め
、
日
ご
ろ
か
ら
声
か
け
や
話
合

い
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
支
援
者
の

善
意
に
よ
り
支
援
を
受
け
る
も
の

で
す
。台
帳
へ
の
登
録
に
よ
っ
て
、

災
害
時
な
ど
の
支
援
が
保
障
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

地
域
支
援
者
は
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
誘
導
な
ど
に
関
し
て
、

決
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
で

台帳登録者

登録台帳の提供

協定書を交わした
支援組織

情報伝達
避難誘導
安否確認

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
の
安
全
・
安
心
に

つ
い
て
考
え
、
防
犯
対
策
を
再

確
認
す
る
日
の
制
定
に
向
け
た

意
見
の
募
集
に
つ
い
て

※　

内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
先

登
録
台
帳
に
関
す
る
こ
と

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
内
線
２
１
６
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

支
援
組
織
に
関
す
る
こ
と

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
内
線
３
２
５
）

各
支
所
自
治
振
興
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.city.ham

ada.
sh

im
a

n
e.jp

/m
a

ch
i/p

u
b

_
com

m
ent.htm

l

募
集
期
間　
８
月
12
日
㈭
ま
で（
必

着
）

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
（
本
庁

安
全
安
心
推
進
課
お
よ
び
各
支

所
自
治
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
記

入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
際
は
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を

「
浜
田
市
の
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
考
え
、
防
犯
対
策
を
再
確

認
す
る
日
の
制
定
に
つ
い
て
」

と
し
、
指
定
の
様
式
を
添
付
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

【
〒
６
９
７
︲
８
５
０
１　

殿

町
１
番
地
（
☎
内
線
３
２
５
・

▢ＦＡＸ
�
１
８
６
６
）】

Em
ail:anzen-anshin@

city.
ham

ada.shim
ane.jp
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安
全
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

地
域
の
安
全
を
考
え
よ
う
会

の
開
催
に
つ
い
て

貸
金
業
法
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す

消
費
者
被
害
注
意
情
報

短
歌
・
俳
句
の
新
聞
掲
載

ト
ラ
ブ
ル

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

～
地
域
の
安
全
に
関
す
る
不
安
や

声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
～

　

市
議
会
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
特
別
委
員
会
」
で
は
、

各
自
治
区
に
出
向
き
、
地
域
の
安

全
に
関
す
る
不
安
や
声
を
聴
く
た

め
次
の
と
お
り
「
地
域
の
安
全
を

考
え
よ
う
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

弥
栄
自
治
区

日
時　
８
月
６
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
弥
栄
会
館
大
研
修
室

旭
自
治
区

日
時　
８
月
27
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

金
城
自
治
区

日
時　
９
月
24
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
大
集
会

室
三
隅
自
治
区

日
時　
10
月
１
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
三
隅
公
民
館
ホ
ー
ル

※　

浜
田
自
治
区
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
に
開
催
予
定
で
す
。

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
議
会
事
務
局

（
☎
内
線
５
１
５
）

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

（
☎
内
線
３
２
３
）

　

高
温
多
湿
の
気
象
条
件
が
続
く

と
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
原
因
と
な
る
菌
が
増
え

や
す
い
環
境
を
作
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

食
中
毒
の
予
防
の
３
原
則

　

食
中
毒
の
原
因
菌
を
「
つ
け
な

い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

①　

菌
が
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う

手
や
調
理
器
具
は
し
っ
か
り
洗

い
、
食
品
は
包
ん
で
保
存
し
ま

生
活
・
環
境

し
ょ
う
。

例　
石
け
ん
と
流
水
で
て
い
ね
い

に
手
を
洗
い
、
調
理
器
具
は
使

用
し
た
後
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
肉
や
魚
は
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
包
み
ま
し
ょ
う
。

②　

冷
蔵
庫
の
温
度
管
理
に
気
を

つ
け
、
食
品
は
早
め
に
食
べ
き

り
ま
し
ょ
う
。

例　
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
に
維

持
し
ま
し
ょ
う
。
食
品
の
購
入

の
際
に
は
、
消
費
期
限
な
ど
の

表
示
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

③　

食
品
の
内
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
、
調
理
器
具
は
こ
ま
め
に

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

例　
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や

漂
白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

食
品
は
、中
心
部
の
温
度
が
75
℃

で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　

短
歌
・
俳
句
の
新
聞
掲
載
や
雑

誌
へ
の
掲
載
を
電
話
勧
誘
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
、
全
国
で
急
増
し
て
い

ま
す
。
相
談
者
の
約
９
割
は
70
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。

【
事
案
例
】

　
「
あ
な
た
の
作
品
を
新
聞

に
掲
載
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

電
話
が
あ
り
、
無
料
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
承
諾
し
た
。

　

し
か
し
、送
ら
れ
て
き
た
書

類
に
は
、
掲
載
料
９
万
５
千

円
と
書
か
れ
て
い
た
上
、さ
ら

に
12
回
掲
載
分
の
１
０
０
万

円
を
超
え
る
請
求
書
が
届
い

た
。

（
80
歳
女
性
）

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

し
つ
こ
い
勧
誘
は
、
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。

※　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
、
消

費
生
活
相
談
窓
口
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
消
費

生
活
相
談
窓
口

（
☎
�
３
１
６
０
）

　

消
費
者
金
融
な
ど
貸
金
業
者
の

業
務
を
規
制
す
る
法
律
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

借
り
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
！

・
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
金

額
の
、
新
規
の
借
入
れ
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

・
借
入
れ
に
は
、
年
収
の
証
明
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
法
律
上
の
上
限
金
利
が
、
借
入

金
額
に
応
じ
て
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

・
法
令
遵
守
の
助
言
・
指
導
を
行

う
国
家
資
格
の
あ
る
人
を
、
営

業
所
に
置
く
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
「
借
り
ら
れ
な
い
」「
返
せ
な
い
」

な
ど
困
っ
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
適
切
な
相
談

機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
消
費

生
活
相
談
窓
口

（
☎
�
３
１
６
０
）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

は
ま
だ
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
募
集

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

　

今
年
も
10
月
の
３
Ｒ
推
進
月
間

に
併
せ
て
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ

袋
を
断
る
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
を
押

し
、
５
つ
集
ま
れ
ば
抽
選
で
景
品

が
当
た
る
「
は
ま
だ
マ
イ
バ
ッ
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
で
主
に
食
料
品
を
販
売
す

る
お
店
を
対
象
と
し
て
、こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

お
店
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
し
て

も
ら
え
る
事
業
者
（
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
ま
す
。）
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
参
加
店
登
録
後
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　
８
月
20
日
㈮

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

８月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
9 月 原町、瀬戸見町、元浜町
10 火 大辻町、原井町
11 水 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
17 火 長沢町１
18 水 長沢町２～５・７・８
19 木 生湯町１～４

20 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、
長沢ヒルズ神在

23 月 浅井町４～６
24 火 浅井町１～３、黒川町１・２
25 水 黒川町３～７
26 木 相生町１～３
27 金 相生町３・４、竹迫町
30 月 杉戸町、笠柄町
31 火 熱田町６～１０

　

お
盆
の
し
尿
収
集
業
務
は
、
次

の
と
お
り
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

盆
前
の
し
尿
収
集
は
大
変
混
み

ま
す
の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

日程表
業　　者　　名 期　　　間

浜 田
㈲浜田浄化センター ８月14日㈯～ 16日㈪
門田産業㈲ ８月13日㈮～ 15日㈰

金 城 ㈲ダイヤ環境衛生 ８月12日㈭～ 16日㈪

金 城 
旭 

弥 栄
㈲江津衛生公社

８月14日㈯～ 16日㈪

三 隅 ㈲石見環境整備

今日からおうちで省エネ !!【エアコン (冷房 ) の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ²）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

　冷房が欠かせない日が続いていますが、ここ
でちょっとエアコンの使い方を見直してみま
しょう。環境にやさしいだけでなく、家計にも
おトクです。
☆夏の冷房時の室温は28℃を目安にしましょう。

年間で電気30.24kWhの省エネ　約670円の節約
原油換算7.62ℓ　ＣＯ²削減量13.7㎏

※　外気温度31℃のとき、エアコン（2.2kw）の
冷房設定温度を27℃から28℃にした場合（使
用時間：９時間／日）

☆冷房は必要なときだけつけましょう。
年間で電気18.78kWhの省エネ　約410円の節約
原油換算4.73ℓ　ＣＯ²削減量8.5㎏

※　冷房を１日１時間短縮した場合（設定温度：
28℃）

☆フィルターを月に１～２回清掃しましょう。
年間で電気31.95kWhの省エネ　約700円の節約
原油換算8.05ℓ　ＣＯ²削減量14.5㎏

※　エアコン（2.2kw）のフィルターが目詰まり
している場合と清掃した場合の比較

【一口メモ】
　レースのカーテンやすだ
れ・グリーンカーテンなど
で日ざしをカットしましょ
う。また、外出時は、昼間
でもカーテンを閉めると帰
宅後の冷房に効果的です。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ

大事典2009年２月版】
（本庁くらしと環境課）

※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連
絡により土曜日に実施することができます。

（本庁くらしと環境課）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

竹
迫
墓
地
を

永
代
貸
借
し
ま
す

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
中
四
国

２
０
１
１
出
展
企
業
募
集

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

農
地
有
効
利
用
支
援
整
備

事
業
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
島
根
県
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

の
募
集

　

現
在
増
設
工
事
中
の
竹
迫
墓
地

を
次
の
と
お
り
永
代
貸
借
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

地
目　
墓
地

面
積　
４
平
方
メ
ー
ト
ル

区
画
数　
51
区
画
（
予
定
）

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
５
万
円
（
当
面

10
年
間
分
）

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈬
～
15
日

㈬
申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
都
市
環

境
整
備
公
社
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
環
境
整
備
公
社
【
市
役
所

田
町
分
室
２
階
（
☎
内
線
１
３

７
）】

　

統
計
知
識
の
普
及
向
上
・
統
計

の
表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

特
選
・
入
選
作
品
は
、「
第
58

回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
出
品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部　

小
学
校
１
・
２
年
児
童

第
２
部　

小
学
校
３
・
４
年
児
童

第
３
部　

小
学
校
５
・
６
年
児
童

第
４
部 

中
学
校
の
生
徒

第
５
部 

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
お
よ
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

小
学
校
の
児
童
以
上

課
題　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校

４
年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
児

童
が
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

募
集
期
間　
９
月
６
日
㈪
ま
で

入
賞
作
品
の
発
表　
９
月
下
旬

※　

詳
し
く
は
、
本
庁
安
全
安
心

推
進
課
お
よ
び
各
支
所
自
治
振

興
課
に
あ
る
募
集
要
領
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
統
計
協
会
【
〒
６
９
０

︲
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１

番
地
（
☎
０
８
５
２
�
５
０
７

８
）】

　

平
成
23
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る

消
費
見
本
市
・
商
談
会
「
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア
中
四
国
２
０
１
１
～
中

四
国
発
・
こ
だ
わ
り
良
品
発
掘
メ
ッ

セ
～
」
へ
の
出
展
企
業
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
企
業　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
食
品
、

健
康
・
快
適
商
品
、
エ
コ
商
品

を
出
展
す
る
市
内
の
企
業

日
時　
平
成
23
年
２
月
４
日
㈮
・

５
日
㈯

場
所　
広
島
市
中
小
企
業
会
館

（
広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー

産
業
・
地
域
活
性
化

内
）

料
金　
大
小
間
４
５
、
０
０
０
円

　
　
　

中
小
間
３
０
、
０
０
０
円

※　

出
展
に
か
か
る
経
費
へ
の
助

成
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
９
月
27
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
産
業

政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
内
線
４
１
５
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
帰
省
し

た
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ

リ
ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
13
日
㈮
～
15
日
㈰

午
後
８
時
～
10
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
内
線
３
５
３
・
３
５
４
）

　

県
で
は
農
地
や
農
業
用
施
設
な

ど
の
簡
易
な
整
備
に
対
し
、
そ
の

一
部
を
助
成
す
る
「
県
単
農
地
有

効
利
用
支
援
整
備
事
業
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
が
「
40
万
円
以
上
２
０

０
万
円
未
満
」
程
度
の
工
事
が
対

象
と
な
り
、
事
業
費
の
50
％
を
補

助
す
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
は
要
望
調
査
を
行
い
、

施
工
は
平
成
23
年
度
と
な
り
ま
す
。

農
地
・
施
設
（
施
設
は
受
益
者
２

戸
以
上
）
に
対
し
、
整
備
を
考
え

て
い
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
期
間

８
月
31
日
㈫
ま
で

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課

（
☎
内
線
４
３
８
・
４
３
９
）

各
支
所
産
業
課
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安
全
安
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産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

椎
茸
原
木
販
売
の
お
知
ら
せ

な
つ
か
し
の
国　
石
見

石
見
の
夜
神
楽
公
演

第
18
回
し
ま
ね
景
観
賞

住
宅
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
、
い
わ
み
中
央
原
木

乾
椎
茸
生
産
組
合
・
Ｊ
Ａ
い
わ
み

中
央
・
石
央
森
林
組
合
・
素
材
生

産
事
業
者
・
市
・
県
に
お
い
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

原
木
椎
茸
の
生
産
量
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
椎
茸
原
木
の
供
給
を

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

価
格

①
玉
切
り
原
木
（
３
０
０
本
以
上

注
文
の
場
合
の
１
本
単
価
）

・
金
城
加
工
場　

１
本
２
０
０
円

・
庭
先
渡
し　
　

１
本
２
１
５
円

②
植
菌
済
原
木
（
３
０
０
本
以
上

注
文
の
場
合
の
１
本
単
価
）

・
金
城
加
工
場　

１
本
４
１
０
円

・
庭
先
渡
し　
　

１
本
４
２
５
円

受
付
期
間　
９
月
末
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

協
同
組
合
ヴ
ァ
ー
テ
ッ
ク
ス

（
☎
�
３
１
７
４
・
▢ＦＡＸ
�
３
１

７
５
）

　

浜
田
市
・
江
津
市
で
は
、「
な
つ

か
し
の
国
石
見
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
石
見
の
夜
神
楽
公
演

を
実
施
し
ま
す
。

　

神
々
の
鼓
動
が
息
づ
く
勇
壮
華

麗
な
舞
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下

は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
振
興
課

（
☎
内
線
３
５
５
）

公演日程
開　催　日 時　　　間 場　　　　　　所

８月21日～９月４日 午後８時～９時 石央文化ホール（特設ステージ）
９月10日～12日

午後８時30分
～９時30分

湯屋温泉（リフレパークきんたの里）
９月17日～19日・24日～26日 旭温泉（あさひ荘別館）
10月１日～３日・８日～10日 風の国温泉（温泉リゾート風の国）
10月15日～17日・22日～24日 
・29日～ 31日 有福温泉（湯のまち演芸場）

11月５日～７日・12日～ 14日 
・19日～ 21日、26日～ 28日 美又温泉（美又温泉会館）

　

県
で
は
、
魅
力
あ
る
島
根
の
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造

物
な
ど
を
各
部
門
ご
と
に
募
集
し

ま
す
。

募
集
部
門

⑴　

ま
ち
・
み
ど
り
部
門

⑵　

土
木
施
設
部
門

⑶　

公
共
建
築
物
部
門

⑷　

民
間
建
築
物
部
門

⑸　

活
動
・
工
作
物
・
そ
の
他
部

門
応
募
資
格　
自
薦
・
他
薦
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

　

住
宅
の
改
修
（
耐
震
改
修
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
・
省
エ
ネ
改
修
）

税
務
・
納
税

応
募
期
間　
景
観
賞
の
応
募
は
、

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※　

第
18
回
の
応
募
締
切
り
は
、

８
月
31
日
㈫
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
（
本
庁
建

設
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資
料

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募

で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg.jp/environm

ent/nature/
keikan/keikan_sho/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

【
〒
６
９
０
︲
８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
（
℡
０
８
５

２
�
６
７
７
３
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２

�
６
０
０
４
）】

を
行
い
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
人
は
、
固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

減
額

　

昭
和
56
年
に
改
正
さ
れ
る
前
の

建
築
基
準
法
に
基
づ
き
建
築
さ
れ
、

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

た
め
に
、
工
事
費
30
万
円
以
上
の

耐
震
改
修
を
行
い
、
現
行
の
耐
震

基
準
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
住

宅
の
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
制

度
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て

快
適
に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
を
減

額
す
る
制
度
で
す
。

熱
損
失
防
止
改
修（
省
エ
ネ
改
修
）

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
家

庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が

図
ら
れ
る
よ
う
住
宅
の
省
エ
ネ
化

を
促
進
す
る
た
め
に
、
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
の

固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
制
度
で

す
。

※　石央文化ホールでは８月21日㈯から毎日15日間、温泉地では金・土・日曜日に
開催します。
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子

育

て

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

現
在
、
市
内
に
家
屋
を
新
築

し
て
お
り
、
今
年
中
に
完
成
予

定
で
す
。

　

完
成
後
、
市
役
所
の
人
が
調

査
に
来
る
そ
う
で
す
が
、
ど
ん

な
こ
と
を
調
べ
る
の
で
す
か
。

Ａ　

新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家

屋
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税

を
計
算
す
る
た
め
に
税
務
課
の

職
員
が
家
屋
の
調
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

家
屋
調
査
に
つ
い
て

調
査
時
間　
お
お
む
ね
１
時
間
程

度
で
終
了
し
ま
す
。

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類

や
設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積

や
数
量
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か　
認
印
・
家
屋
の
平
面

図
や
仕
上
表
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

家
屋
調
査
の
際
に
、
固
定
資

産
税
の
特
例
や
軽
減
措
置
、
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
・
第

二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２
３

４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

子
育
て

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
・
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
２
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
ま
た
は
②
を
選
択
し
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

８
月
19
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係

（
☎
内
線
１
７
３
・
１
９
１
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
援
助
依
頼
者
（
お
ね

が
い
会
員
）
と
援
助
提
供
者
（
ま

か
せ
て
会
員
）
に
登
録
し
て
も
ら

い
、
一
時
的
な
子
ど
も
の
お
世
話

を
有
料
で
行
う
援
助
活
動
の
仲
介

を
し
て
い
ま
す
。
入
会
金
・
会
費

は
無
料
で
す
。

ま
か
せ
て
会
員
大
募
集
！

　

空
い
て
い
る
時
間
に
援
助
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
核
家
族
化

が
進
み
、
近
所
に
子
ど
も
を
み
て

く
れ
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い

る
母
親
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
少

し
だ
け
、
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
。

サ
ポ
ー
ト
内
容

・
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
送
迎

・
出
産
前
後
の
援
助

・
母
親
の
通
院
時

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
迎
え

や
預
か
り　

な
ど

援
助
活
動
報
酬
額
（
子
ど
も
１
人

に
つ
き
30
分
あ
た
り
の
基
準
額
）

・
平
日
昼
間
（
午
前
７
時
～
午
後

７
時
）　
　
　
　
　

３
０
０
円

・
早
朝
・
夜
間
・
土
・
日
・
祝
日
・

病
時
保
育　
　
　
　

４
０
０
円

※　

複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場

合
は
、２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
は
半
額

を
助
成
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は

休
館
日
で
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
は
ま

だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
８
９
１
２
）

健
康
・
福
祉

開
業
医
が
行
う

時
間
外
の
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日
㈭
～
平
成
23
年
２
月

28
日
㈪
ま
で
の
期
間
で
実
施
し
て

い
る
医
療
機
関
で
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
に
つ
い
て
、
診
療
時
間
内
の

検
診
に
加
え
、
時
間
外
の
検
診
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
診
療
時
間

内
の
受
診
が
難
し
い
人
は
、
ぜ
ひ

こ
の
時
間
外
の
検
診
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳

（
平
成
22
年
度
中
に
20
歳
に
な

る
人
）
～
49
歳
（
平
成
22
年
度

中
に
49
歳
に
な
る
人
）
ま
で
の

人
受
診
料　
無
料

申
込
方
法　
受
診
希
望
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
都
合
に
よ
り
キ
ャ
ン

セ
ル
す
る
場
合
も
、
前
日
ま
で

に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

医療機関 江木医院（片庭町） 中山産婦人科医院（殿町）

実 施 日

８月27日㈮・９月24日㈮・
10月22日㈮・11月26日㈮・
12月24日㈮・平成23年１月
28日㈮・２月25日㈮

８月２日㈪・９月６日㈪・
10月４日㈪・11月１日㈪・
12月６日㈪・平成23年１月
17日㈪・２月７日㈪

時　　間 午後５時～７時
電話番号 �１１８１ �００７１

日程表

※　時間外の子宮頸がん検診は、事前予約が必要です。
※　各医療機関とも、予約およびキャンセルの電話連絡は診療時間内

にお願いします。
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♧
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♧
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♧
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認
知
症
予
防
講
演
会

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係

（
☎
内
線
１
６
９
）

　

認
知
症
予
防
で
大
切
な
の
は
早

期
発
見
・
早
期
予
防
で
す
。
今
す

ぐ
始
め
ら
れ
る
生
き
生
き
し
た
脳

を
維
持
す
る
生
活
習
慣
を
身
に
付

け
る
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料

演
題　
地
域
で
取
り
組
む
認
知
症

予
防

講
師　
朝
田
隆
さ
ん
（
筑
波
大
学

教
授
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
１
４
６
）

健 康 コラムコラム

子どもたちをタバコの害から守ろう！
20歳未満の未成年者は、タバコの有害物質の影
響を受けやすい！
20歳未満でタバコを吸い始めた人は…
・肺がんの死亡率は、吸わない人の5.5倍
・心臓病の死亡率は、吸わない人の3.7倍

（「平山らによる調査（1966－82）」から）
タバコを吸い始めたきっかけは…
　遊び（好奇心から）・友だちのすすめ・先輩
のすすめ・家族のすすめ・いらいらしたから・
わからないなどちょっとしたきっかけから吸い
始めています。 （「平成17年島根県調査」から）

公共施設は全面禁煙の流れへ
　厚生労働省からの通知では、「今後は、受動
喫煙防止対策の基本的な方向として、多数の者
が利用する公共的な空間については、原則全面
禁煙であるべき」「特に、子どもが利用する学
校や医療機関などの施設をはじめ、屋外であっ
ても、公園、遊園地や通学路などの空間では、
受動喫煙の被害を防止する措置を講ずることが
求められる」と、方針が示されています。

どうして受動喫煙防止の取り組みが必要なの？
　タバコを吸う人の周囲で、タバコの煙を吸う
ことを「受動喫煙」といいます。

（市三隅支所福祉課）
※　次回９月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

【未成年がタバコを吸うと】
・タバコがきっかけで、アルコールや薬物

の依存につながりやすくなります。 
・｢がん｣ などの病気になる危険性が高ま

ります。
・全身が酸素不足になり体の成長を遅らせ

ます。
・運動機能や学習能力が低下します。

【受動喫煙による健康への影響】
・肺がん・心臓病・脳卒中になる危険性が

高まります。
・タバコを吸わない妊婦においても、低体

重児の生まれる割合が上昇します。
・親がタバコを吸うことにより、子どもに

呼吸器症状（咳・たん）が出ます。

【周囲の大人ができること】
・子どもが見ている前でタバコを吸わな

い！
・子どもの身近にタバコや灰皿を置かな

い！
・運動会や集会などの行事では禁煙を徹底

する！

子どもの周りの無煙環境作りをすすめましょう
　一度喫煙習慣が身に付いてしまうと、禁煙し
たいと思ってもニコチンの薬理作用により、な
かなかやめられなくなってしまいます。好奇心
を持たせないような環境作りをすすめ、最初の
１本目のタバコを吸わせないようにしましょう。
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化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

難
病
相
談

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
お
知
ら
せ

戦
地
な
ど
で
従
事
さ
れ
た

看
護
婦
に
内
閣
総
理
大
臣

の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

　

浜
田
保
健
所
で
は
、
顔
や
手
の

紅
斑
、
関
節
の
腫
れ
が
長
く
続
く

な
ど
、
膠
原
病
に
つ
い
て
の
症
状

や
療
養
生
活
お
よ
び
介
護
に
関
す

る
相
談
を
、
専
門
医
師
が
受
け
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
疾
患　
膠
原
病
（
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
・
皮
膚
筋
炎

な
ど
）

診
察
医　
角
田
佳
子
さ
ん
（
島
根

大
学
医
学
部
膠
原
病
内
科
）

日
時　
９
月
３
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
８
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
27
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
５
５
５
４
）

日
時　
８
月
11
日
㈬
・
９
月
８
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
森
川
友
子
さ
ん
（
県
看

護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１

０
）

特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人

に
支
給
さ
れ
る
の
が
特
別
障
害
者

手
当
で
す
。

支
給
額　
月
額
２
６
、
４
４
０
円

※　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
た
り
、
病
院
に
継
続
し
て
３

か
月
以
上
入
院
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る

の
が
障
害
児
福
祉
手
当
で
す
。

　

扶
養
義
務
者
が
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、

重
度（
１
級
）障
害
児
童
の
う
ち
、

最
重
度
の
方
は
受
給
対
象
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　
月
額
１
４
、
３
８
０
円

※　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

支
給
額

・
重
度
（
１
級
）
障
害

月
額
５
０
、
７
５
０
円

・
中
度
（
２
級
）
障
害

月
額
３
３
、
８
０
０
円

※　

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
た
り
、
障
害
を
理
由

と
し
た
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

※　

手
当
額
は
、
消
費
者
物
価
指

数
に
連
動
し
て
改
正
さ
れ
ま
す
。

○　

本
人
・
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

○　

毎
年
８
月
11
日
～
９
月
10
日

の
間
に
「
所
得
状
況
届
」
を
提

出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
旨
の
通
知
が
届

い
た
ら
、
提
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○　

障
害
の
程
度
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.city.ham

ada.
s

h
im

a
n

e
.jp

/k
u

ra
s

h
i/

fukushi.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
者
障
害
者
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係

（
☎
内
線
１
５
４
・
１
５
７
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
な

ど
（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地

の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
し
た
「
旧
日
本
赤

十
字
社
救
護
看
護
婦
」・「
旧
陸
海

軍
従
軍
看
護
婦
」
の
人
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
。）に
対
し
て
、

そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま

す
。

請
求
期
限　
平
成
23
年
３
月
31
日

㈭
ま
で

請
求
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
２
階
⑦
番
窓
口
）
お

よ
び
各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三

隅
支
所
は
福
祉
課
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室
業
務
担
当
【
〒
１
０
０
︲
８

９
２
６　

東
京
都
千
代
田
区
霞

が
関
２
︲
１
︲
２　

中
央
合
同

庁
舎
２
号
館
８
階
（
☎
０
３
︲

５
２
５
３
︲
５
１
８
２
）】
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・
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化
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環
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税
務
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税

健
康
・
福
祉
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育

て

届
い
て
い
ま
す
か
？

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

福
祉
医
療
の
更
新
手
続

に
つ
い
て

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
へ
、
８
月
１
日
か
ら
使

う
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

「
高
齢
受
給
者
証
」
と
は
？ 

　

70
歳
に
な
る
と
、
病
院
に
行
く

と
き
の
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。
こ
の
変
更
は
70
歳
の

誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が
誕
生
日

の
人
は
そ
の
月
）
か
ら
で
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
【
２
割 

（
た
だ
し
、
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
は
１
割
）】
ま
た
は
【
３
割
】

の
い
ず
れ
か
が
記
載
さ
れ
た
「
高

齢
受
給
者
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
自
己
負
担

割
合
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
病

院
な
ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
末
ま
で
高
齢
受
給
者
の
医

療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が

【
２
割
】
か
ら
【
１
割
】
に
据
え

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

再
度
見
直
し
が
行
わ
れ
、【
１
割
】

が
さ
ら
に
１
年
間
据
え
置
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
現
役
並
み

所
得
者
は
【
３
割
】
で
す
）。 

国
民
健
康
保
険
証
の
よ
う
に
有
効

期
限
が
あ
る
の
？

　

高
齢
受
給
者
の
自
己
負
担
割
合

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
の
で
、
所
得
判
定
を
行
な

い
自
己
負
担
割
合
の
決
定
し
た
高

齢
受
給
者
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
ほ

か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

や
、
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
外
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。 

※　

詳
し
く
は
、
高
齢
受
給
者
証

に
同
封
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
内
線
１
３
４
・
１
３
５
・

１
５
８
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

更
新
の
必
要
な
人

　

福
祉
医
療
対
象
者
で
、
有
効
期

限
が
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

る
人

※　

対
象
者
へ
は
、
８
月
中
旬
ま

で
に
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
対
象
者
へ
送
付

し
ま
す
。）

②
印
鑑

③
健
康
保
険
証
（
対
象
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
「
資
格
証
」（
有

効
期
間
が
９
月
30
日
ま
で
の
も

の
）

⑤
対
象
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
次

の
も
の

重
度
心
身
障
害
者

・
療
育
手
帳
（
Ａ
）
ま
た
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）

・
福
祉
医
療
費
所
得
調
査
書
（
提

出
の
必
要
が
あ
る
人
へ
更
新
申

請
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。）

・
非
課
税
公
的
年
金（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
21
年
１
月
１
日
～
12
月
31

日
の
支
給
金
額
の
分
か
る
も
の

（
支
払
通
知
書
・
額
改
定
通
知

書
・
振
込
金
額
の
分
か
る
通
帳

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

　

全
日
制
高
校
（
定
時
・
通
信
制

高
校
を
含
む
。）
に
在
学
し
て
い

る
児
童
の
う
ち
、
今
年
度
中
に
18

歳
に
到
達
（
ま
た
は
18
歳
以
上
20

歳
未
満
）す
る
学
生
に
つ
い
て
は
、

次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・
対
象
児
童
の
学
生
証
ま
た
は
、

在
学
証
明
書
（
平
成
22
年
４
月

１
日
以
降
に
学
生
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
も
の
）

共
通

・
平
成
22
年
度
所
得
課
税
証
明
書

（
平
成
22
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
の
な
い
人
）

※　

所
得
要
件
な
ど
で
、「
非
該

当
」と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　
９
月
３
日
㈮

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
れ
ば
、
10
月

１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し

ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新
手
続

を
し
た
場
合
は
、
申
請
月
の
初

日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付
し
ま

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
内
線
１
２
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

介
護
保
険
料
の
減
免
の
範
囲

が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
計
を
主
と
し
て
支
え
る
人
が

リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
場
合
や
、
事
業

を
廃
業
し
た
場
合
の
基
準
を
見
直

す
と
と
も
に
、
収
入
が
少
な
く
生

活
が
困
難
な
人
を
減
免
の
対
象
者

と
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

保
険
・
医
療
・
年
金
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安
全
安
心

人
権

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
22
年
度
成
人
式

第
42
回
浜
田
市
美
術
展
一
般

公
募
展
作
品
を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
美
術
展
協
賛
事
業

写
真
教
室

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
18
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
50
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

内
容　
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

～
だ
れ
も
が
幸
せ
で
あ
る
た
め

に
～

曲
目　
竹
田
の
子
守
唄
・
手
紙
・

上
を
向
い
て
歩
こ
う　

な
ど

講
師　
渡
辺
千
賀
子
さ
ん（
ベ
ル
・

カ
ン
ト　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
研
究
会
人
権
・
同
和
教

育
部
会
事
務
局
有
福
小
学
校

（
☎
�
２
６
０
６
）

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

　

浜
田
市
の
未
来
を
拓ひ

ら

く
新
成
人

の
皆
さ
ん
を
地
域
の
温
か
い
気
持

ち
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

弥
栄

日
時　
８
月
15
日
㈰

午
前
10
時
～

場
所　
弥
栄
会
館

問
い
合
わ
せ
先　
市
弥
栄
支
所
自

治
振
興
課(

☎
�
２
１
１
１)

三
隅

日
時　
８
月
14
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
三
隅
中
央
会
館

問
い
合
わ
せ
先　
市
三
隅
支
所
自

治
振
興
課(

☎
�
２
８
０
１)

※　

浜
田
・
金
城
・
旭
自
治
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
１
月
に

開
催
し
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者

申
込
方
法　
出
品
票
（
本
庁
文
化

振
興
課
・
各
支
所
教
育
委
員
会

分
室
・
浜
田
郷
土
資
料
館
・
世

界
こ
ど
も
美
術
館
・
石
正
美
術

募集部門・出品料

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・
加工したものは不可）

１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部
第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など
（中・高校生は、各部門とも軸物可）

１人１点限り（部門ごと）
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

館
・
各
公
民
館
・
浜
田
図
書
館
・

い
わ
み
ー
る
・
石
央
文
化
ホ
ー

ル
・
ラ･

ペ
ア
ー
レ
浜
田
・
サ

ン
マ
リ
ン
浜
田
・
サ
ン･

ビ
レ
ッ

ジ
浜
田
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
出
品
料

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈬
～
15
日

㈬
（
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

は
10
日
㈮
ま
で
）

申
込
場
所　
本
庁
文
化
振
興
課
お

よ
び
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

作
品
の
搬
入　
９
月
27
日
㈪
午
後

３
時
～
５
時
に
美
術
館
に
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
へ
は
９
月
１
日
㈬

～
10
日
㈮
ま
で
搬
入
で
き
ま
す

（
事
前
に
出
品
票
の
受
付
が
済

ん
で
い
る
作
品
の
み
）。

※　

審
査
の
上
、
特
に
優
れ
た
作

品
は
表
彰
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
10
月
２
日
㈯
～
11
日

㈷午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
11
日
㈷
は
午
後
３
時
ま
で
）

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
４
・
４
６
５
）

　

海
を
テ
ー
マ
に
、
季
節
の
雰
囲

気
や
風
景
の
一
コ
マ
を
カ
メ
ラ
で

切
り
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
22
日
㈰
・
29
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

１
日
目　
８
月
22
日
㈰

講
義
・
撮
影
（
瀬
戸
ケ
島
周
辺

を
散
策
し
な
が
ら
、
建
物
・
風

景
を
撮
影
し
ま
す
。）

※　

参
加
者
は
、
撮
影
し
た
写
真

の
う
ち
、
３
点
を
Ａ
４
判
程
度

に
プ
リ
ン
ト
し
、
２
日
目
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

２
日
目　
８
月
29
日
㈰

講
評
（
参
加
者
の
作
品
に
つ
い

て
、
講
評
を
行
い
ま
す
。）

定
員　
30
人

料
金　
無
料

※　

カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
江
川
安
夫
さ
ん
（
全
日
本

写
真
連
盟
浜
田
支
部
会
員
）

竹
本
晴
男
さ
ん
（
二
科
会
写
真

部
島
根
支
部
会
員
）

倉
井
久
夫
さ
ん
（
み
す
み
写
真

ク
ラ
ブ
会
員
）

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

※　未発表の自己作品で、作品の裏などに展示用吊り紐のあるもの（ガラス入り額装不可）
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
市
美
術
展
協
賛
事
業

陶
芸
教
室

平
成
22
年
度
島
根
県
民
文
化

祭
・
文
芸
作
品
の
募
集

『
し
ま
ね
文
芸
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０
』
の
開
催

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
４
・
４
６
５
）

　

１
㎏
の
粘
土
を
使
っ
て
、
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の
制

作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
高
校
生
以
上

日
時　
８
月
22
日
㈰
・
９
月
12
日

㈰
・
26
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
雪
舟
焼
窯
元
（
旭
町
）

１
日
目　
８
月
22
日
㈰

作
品
制
作

２
日
目　
９
月
12
日
㈰

素
焼
き
し
た
作
品
の
色
付
け

３
日
目　
９
月
26
日
㈰

完
成
作
品
の
講
評
・
鑑
賞

定
員　
15
人

料
金　
２
、
０
０
０
円
（
粘
土
・

釉
薬
・
焼
成
ほ
か
材
料
代
）

講
師　
福
郷
惣
作
さ
ん

申
込
締
切
日　
８
月
18
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
４
・
４
６
５)

対
象　
県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
も
し
く
は
県

内
出
身
者

募
集
部
門　
一
般
の
部
（
高
校
生

を
含
む
）・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中

学
生
以
下
）

応
募
締
切
日　
９
月
６
日
㈪

午
後
５
時
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
未
発

表
の
自
己
作
品
に
限
り
ま
す
）。

※　

募
集
要
項
は
、
本
庁
文
化
振

興
課
お
よ
び
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。

応
募
規
定

①
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
は
１
人
３

首
（
句
）
以
内
で
、
郵
送
の
場

合
は
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

②
詩
は
１
人
１
編
で
、
原
稿
用
紙

２
枚
以
内
と
し
ま
す
。

③
散
文
（
随
筆
・
小
説
・
評
論
な

ど
）
は
１
人
１
編
で
、
原
稿
用

紙
20
枚
以
内
と
し
ま
す
。

※　

優
秀
な
作
品
は「
島
根
文
芸
」

（
12
月
発
行
）
に
掲
載
す
る
ほ

か
、
県
文
化
振
興
室
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
受
賞
者
を
発
表
し
ま

す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
文
化
国
際
課
文
化
振
興
室

【
〒
６
９
０
︲
８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５

２
�
５
８
７
７
）】

Em
ail:bunkashinko@

perf.
shim

ane.lg.jp

　

県
民
が
気
軽
に
文
芸
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、

文
芸
愛
好
者
の
相
互
の
理
解
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民

の
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
催
日　
９
月
４
日
㈯

場
所　
島
根
県
立
大
学

講
演
会

時
間　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
講
堂

演
題　
21
世
紀
に
読
む
鴎
外
・
漱

石
講
師　
小
森
陽
一
さ
ん
（
東
京
大

学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教

授)

部
門
別
交
流
会

　

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
散

文
に
つ
い
て
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー
ほ
か

※　

交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
際

展
示
ホ
ー
ル
に
は
、
文
芸
誌
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
文
化
国
際
課
文
化
振
興
室

（
☎
０
８
５
２
�
５
８
７
７
）

メ
キ
シ
コ
料
理
教
室

　

ア
メ
リ
カ
出
身
の
市
国
際
交
流

員
カ
レ
ン
・
サ
イ
ト
ウ
さ
ん
と
夏

に
ぴ
っ
た
り
な
メ
キ
シ
コ
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ア
メ
リ
カ

で
よ
く
食
べ
る
タ
コ
ス
の
作
り
方

を
教
え
ま
す
！

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
８
月
７
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
20
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
８
月
６
日
㈮

国
際
交
流
会
（
弥
栄
）

　

弥
栄
で
お
酒
を
テ
ー
マ
に
国
際

交
流
し
ま
せ
ん
か
？
市
国
際
交
流

員
に
中
国
・
ア
メ
リ
カ
・
韓
国
の

お
酒
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
韓
国

の
濁
り
酒
マ
ッ
コ
リ
の
お
つ
ま
み

３
品
を
一
緒
に
作
り
ま
す
。
ど
れ

も
、
弥
栄
の
ど
ぶ
ろ
く
に
も
ピ
ッ

タ
リ
合
う
レ
シ
ピ
で
す
！
当
日
は

マ
ッ
コ
リ
な
ど
の
簡
単
な
試
飲
も

あ
り
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
人

日
時　
８
月
29
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
弥
栄
会
館

定
員　
18
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

講
師　
カ
レ
ン
・
サ
イ
ト
ウ
さ
ん
、

王
一
鳴
さ
ん
、金
穂
原
さ
ん（
市

国
際
交
流
員
）

申
込
締
切
日　
８
月
27
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑
さ

ん
（
☎
�
１
２
４
１
）
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　６月27日㈰、浜田消防署旭出張所で、市消防団旭消防隊の夏
期訓練が行われました。
　参加した約75人の団員たちは、消防署員の指導を受け、消防
ホースの延長連結訓練や火災を想定しての小型ポンプを使った
中継放水訓練などを行いました。
　団員たちは少し緊張した様子ながらも、てきぱきとした動作
で訓練を行っていました。

消防ホースの延長連結訓練の様子

　６月26日㈯、浜田市陸上競技場で、陸上競技短距離の信岡沙
希重選手を講師に迎えて、陸上教室が開催されました。信岡選
手は、日本選手権女子200メートルで、４度の優勝実績を持っ
ており、世界陸上にも出場しています。
　この日は、浜田市陸上教室の小・中学生約90人が参加しまし
た。子どもたちは、信岡選手から腕振りやもも上げなどの基本
動作について指導を受け、熱心に練習に取り組んでいました。
　閉会式で信岡選手は、「自信と夢を持ってほしい」と子ども
たちに呼びかけました。

　６月19日㈯、弥栄町門田集落の推定樹齢800年といわれる大
かつらの前で、チェーンソーアート彫刻会が行われました。
　この彫刻会は、大かつら周辺の景観を良くしようと有志が企
画し、岡山県津山市の美作國チェーンソーカービングクラブか
ら講師を招き行われました。
　参加した皆さんは、器用にチェーンソーを使いながら杉の丸
太を彫刻し、ふくろうや熊など森に関連する見事な作品を作り
上げていました。

　全国建築組合連合会は、毎年６月25日を「住宅デー」と定め、
全国一斉にその地域で貢献できる奉仕活動などを計画し活動し
ています。
　浜田建築組合では、その活動の一環として、６月20日㈰、住
宅火災により犠牲になりやすい独居を含む高齢者世帯のうち、
６世帯に対して住宅用火災警報器の取付けを行いました。
　取り付けた住宅用火災警報器は、浜田ガス㈱より寄贈を受け
たもので、組合員の日頃の知識や技能を生かした奉仕活動とな
り、取り付けてもらった世帯からは感謝の声が上がりました。

子どもたちに指導する信岡選手

大かつらと森の彫刻家

住宅用火災警報器を設置する組合員

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

火災想定した実践訓練を実施
～旭消防隊夏期訓練～

あさひ

一流選手から基礎動作学ぶ
～浜田市陸上競技協会　陸上教室～

高齢者宅へ住宅用火災警報器設置
～浜田建築組合がボランティア～

チェーンソーカービング彫刻会 やさか

はまだ
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　６月13日㈰、栽培技術の向上とより品質の高い「やさか米」
を作ることを目的に、やさかブランド米協議会による勉強会が
開催されました。
　当日は、生産者や地元農家のほか、大田市の石見銀山エコロ
ジー生産組合からも参加があり、実際に「やさか米」が作られ
ている田んぼを訪れ、田んぼの生き物調査や有機栽培とエコロ
ジー栽培の育成状況の比較、参加者による意見交換が行われま
した。この勉強会で、安全安心でおいしい「やさか米」を生産
する機運がさらに高まりました。

　市では、昨年に引き続き「まちを花で飾ろう」と、市民の皆
さんから寄せられた募金でコスモスの種を購入し、６月12日㈯・
13日㈰に各自治区で種まきを行いました。
　旭自治区では、市民やあさひスポーツクラブの児童など約30
人が参加し、地域交流プラザまんてんに隣接する多目的広場に
設置した50個のプランターへの種まきと、広場への芝植えを行
いました。
　今後この広場では、様々なスポーツやイベントなどの開催が
予定されています。

　６月13日㈰、旧久佐小学校の校庭で、地元の人たちによる芝
生の苗の植付け作業が行われ、約150人が参加しました。
　久佐小学校は今福小学校と統合し、平成18年３月に閉校とな
りましたが、校庭を芝生化することにより、地元の人たちが集
える場所に活用しようと、久佐自治振興会（下谷巧会長）が呼
びかけて取り組みました。
　当日は、芝生化推進事業（日本サッカー協会）により提供を
受けた芝生の苗約１万２千株を丁寧に植え付け、今後、校庭一
面に芝生が広がるのを楽しみにしています。 地元の子どもたちも一緒にお手伝い

　６月13日㈰、三隅梅林公園で梅狩りが行われました。
　この梅林公園には、市民がそれぞれの記念に植樹した約1,000
本の梅の木があり、毎年たくさんの実をつけることで知られて
います。当日はあいにくの雨模様でしたが、近年の健康志向の
高まりと安全安心な食物への関心が高まっていることもあって、
約300人の参加者たちは、たわわに実った梅の実を袋いっぱい
に収穫していました。
　参加者は、「今年はたくさん梅の実がついてよかった。また
来年も参加したい。」と満足そうに話していました。

コスモスの種まきと芝を植える参加者

田んぼの生き物調査

梅の実を収穫しようと枝に手を延ばす参加者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

おいしい「やさか米」を勉強しよう

まんてん広場を花と芝生でいっぱいに
～市民の手で「まちを花で飾ろう」事業展開～

旧小学校の校庭を芝生化で活用
～久佐自治振興会の取り組み～

やさか

あさひ

かなぎ

三隅梅林公園の梅狩り みすみ
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　石州半紙の継承と普及を目的として、平成20年10月に開館し
た石州和紙会館が６月10日㈭に来場者１万人を達成しました。
　めでたく１万人目の来場者となった、弥栄町の弥栄小学校児
童46人には、石州和紙技術者会の西田裕さんから記念品が贈呈
されました。初めて来場した児童たちは「紙すきが体験できて
とてもよかった。また遊びに来たい。」と話していました。
　国の指定重要無形文化財やユネスコ無形文化遺産にも登録さ
れている石州半紙。これからも郷土の宝として、石州半紙の持
つ魅力が、更に多方面へ広がることが期待されています。 紙布ハンカチなどの記念品を受け取る児童

　６月６日㈰、湯屋温泉子安華湯館（金城町下来原）で、第11
回湯屋温泉『子安の里祭り』が開催され、会場には約250人の
来場者があり、にぎわいを見せました。
　会場の子安華湯館は、地元の有志で結成した組合が運営し、
今年で14年目を迎えます。
　当日は、トラックの荷台を舞台にした特設会場で、地元の大
正琴団体・金城中学校吹奏楽部・きんたわらべ花太鼓と花炎太
鼓の演奏をはじめ、島根県立大学の大道芸部・田

た

囃
ば や

子
し

・石見神
楽・舞踊などの催しが行われ、来場者を楽しませました。特設会場で力強い演奏を行う「きんたわらべ花太鼓」

　第33回旭温泉まつりが、６月５日㈯・６日㈰の２日間、旭温
泉あさひ荘周辺で開催されました。
　前夜祭の５日には、歌謡ショーや舞踊、また地元木田神楽社
中による石見神楽の上演。本祭りの６日には、島根県立大学生
による大道芸や演奏、ゲートボール大会や温泉卓球など盛りだ
くさんのイベントが行われました。
　地元有志によるバザー・餅まき・梨の抽選会も行われ、たく
さんの来場者でにぎわいました。

かわいい子どもみこしが祭を盛り上げました

　６月４日㈮、雲城・今福・波佐小学校の児童約30人が参加し、
「ヒラメ稚魚放流体験事業」が行われました。
　この事業は、減少を続けている漁業資源を守る取り組みや栽
培漁業の目的について、次世代を担う子どもたちに学んでもら
うため毎年実施しているもので、瀬戸ケ島町「おおうらの浜」
へヒラメの稚魚2,000尾を放流しました。参加した児童は「貴
重な体験ができた。」「水産業の勉強をしているので、とてもい
い体験ができた。」などと思い思いの感想を胸に、今後の授業
に生かしたいと話していました。

ヒラメの稚魚を放流する児童たち

まちのわだい ♥Town Topics

石州和紙会館来場者1万人達成！ みすみ

地元運営の温泉で恒例のイベント
～第11回湯屋温泉『子安の里祭り』～

かなぎ

温泉客ら多彩な催しでにぎわう
～初夏を告げる旭温泉まつり～

あさひ

ヒラメの稚魚放流体験
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応
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あ
っ
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は
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こ
の
ペ
ー
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で
紹
介
し
ま
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で
、
奮
っ
て
応
募
し
て
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さ
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応
募
方
法　
所
定
の
用
紙（
浜

田
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。）

に
記
入
の
上
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

文
字
数
１
５
０
字
程
度

応
募
先　
浜
田
図
書
館

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日および祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○８月の休館日　13日㈮・14日㈯・31日㈫
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こ
の
夏
は
、
美
術
館
が
動
物
園
。

日
本
画
家
石
本
正
（
90
歳
）
と
、
こ

の
ほ
ど
新
た
に
収
蔵
し
た
石
本
を
感

動
さ
せ
た
５
人
の
日
本
画
家
が
描
い

た
動
物
作
品
約
70
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
作
品
は
い
ず
れ
も
心
で
描
い

た
も
の
で
す
。
画
家
た
ち
の
優
し
い

眼
差
し
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
ら

幸
い
で
す
。

出
品
作
家　
石
本
正
・
岡
崎
國
夫
・

吉
村
和
起
・
池
田
知
嘉
子
・
西
野

陽
一
・
石
原
正
人

会
期　
９
月
12
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

８
月
22
日
㈰
は
「
し
ま
ね
家
庭

の
日
」、家
族
で
来
館
し
た
小
・
中
・

高
校
生
は
無
料
で
す
。

石本正「根瀝（れき）」（1958年）

《ギャラリー展示》
石正美術館日本画教室作品展
　　８月13日㈮まで
いわみ海幸山幸物語展
　　８月14日㈯～ 20日㈮
帰雲窯　彩泥釉の器、焼き物展
　　８月21日㈯～９月３日㈮

《イベント情報》
いわみ海幸山幸物語★
　　８月７日㈯・８日㈰　終日
夏休みこども美術教室―目指せ 石本正―
①学芸員と一緒に生き物を描こう★
　　８月14日㈯　午後１時～４時
②西田清久　木工に挑戦★
　　８月21日㈯　午後１時～４時
ナイトミュージアム・怪談の会
　　８月21日㈯　午後６時～９時
小林家康　作品を語る会
　　８月28日㈯　午後２時～３時
★印は参加費用が必要です。

※　このほかにも催しがあります。詳しく
は、お問い合わせください。

　石正美術館では、昨年塔天井制作事業を実施しました。
石本正の指導のもと、延べ592人が心を一つにして天井画
制作に取り組みました。完成した天井画はほかに例をみな
いものとして、全国から注目を集めました。
　この夏、第２期事業として、塔最上階の壁画に藤の葉を
描きます。小学生以上であればどなたでも参加できます。
詳しくは、お問い合わせください。
開催日
　８月８日㈰～９月12日㈰の木・金・土・日曜日
※　事前に希望する日時を

お知らせください。
※　詳しくは、お問い合わ

せください。
申込み・問い合わせ先
　石正美術館

(☎�４３８８)

塔天井画制作事業の参加者募集

塔天井画

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
日
本
画
動
物
園
」

好
評
開
催
中
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体
験
型
の
現
代
美
術
展
『
つ
な
い

で
ア
ー
ト
』
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
好
評
で
す
。

　

展
覧
会
の
特
徴
は
、“
体
験
で
き
る
”

こ
と
。
展
示
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
、

実
際
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品

で
、
皆
さ
ん
の
参
加
が
な
く
て
は
成

立
し
な
い
も
の
ば
か
り
。
そ
し
て

“
つ
な
ぐ
”
こ
と
も
大
切
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
素
材

で
で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
皆
さ
ん
が

“
つ
な
い
で
”
作
品
は
ど
ん
ど
ん
変

化
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
表
情
に
変
わ
っ

て
い
く
と
い
う
仕
掛
け
が
随
所
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
積
み
木
の
よ
う

な
木
材
を
積
み
上
げ
て
い
く
作
品
で

す
。
積
み
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
自

由
に
色
付
け
を
す
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
積
み
木
の
パ
ー

ツ
が
日
々
で
き
あ
が
り
、
面
白
い
形

の
塔
や
建
物
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

右
の
写
真
は
、
布
で
作
ら
れ
た
部

品
を
フ
ァ
ス
ナ
ー
や
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー

プ
で
つ
な
げ
て
い
く
作
品
で
す
。
や

わ
ら
か
い
素
材
な
の
で
幼
児
や
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。

　

夏
休
み
は
、こ
ど
も
美
術
館
で
『
つ

な
い
で
ア
ー
ト
』展
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
期　
９
月
26
日
㈰
ま
で

観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、高
校
生
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
学
生
・
中

学
生
２
０
０
円

休
館
日　
８
月
は
無
休
で
す
。

■
夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
万
華
鏡
を
つ
く
ろ
う
！
》

　

偏
光
板
を
使
っ
て
、
き
れ
い
な
万

華
鏡
作
り
に
挑
戦
し
よ
う
。

◎
８
月
12
日
㈭
～
15
日
㈰

●
時
間　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
参
加
費　
ひ
と
り
５
０
０
円

■
納
涼
創
作
大
会

　

中
庭
で
夕
涼
み
を
し
な
が
ら
簡
単

創
作
を
し
よ
う
。

◎
８
月
13
日
㈮
・
14
日
㈯

●
時
間　
午
後
４
時
～
６
時

●
参
加
費　
１
０
０
円
～
３
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

活
動
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
。
参
加
受
付
は
、
午
後
３

時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
か
き
氷
パ
ラ
ダ
イ
ス
》

　

か
き
氷
に
お
菓
子
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
。

◎
７
月
31
日
㈯
・
８
月
１
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

糸
を
ひ
っ
ぱ
る
と
ブ
ル
ル
ン
と
空

を
飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
３
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
を
使
う
よ
。

◎
８
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
３
０
０
円

美
術
館
ま
つ
り
２
０
１
０
開
催
！

　

創
作
屋
台
や
フ
ー
ド
屋
台
・
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！
そ
し

て
な
ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
番
組
で
お

な
じ
み
の
「
わ
く
わ
く
さ
ん
」
こ
と

久
保
田
雅
人
さ
ん
が
、
昨
年
に
引
き

続
き
、今
年
も
ま
た
や
っ
て
来
ま
す
！

◎
８
月
22
日
㈰

●
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
場
所　
美
術
館
中
庭

一
般
講
座
受
講
生
募
集

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

◎
８
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
・
９
月
２

日
㈭
・
３
日
㈮
・
16
日
㈭
・
10
月

21
日
㈭

●
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

●
定
員　
先
着
15
人

●
受
講
料　
４
、
０
０
０
円

●
講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》（
全
６
回
）

◎
８
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
・
９
月
２

日
㈭
・
３
日
㈮
・
９
日
㈭
・
10
日

㈮
●
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

●
定
員　
先
着
15
人

●
受
講
料　
７
、
０
０
０
円

●
講
師　
三
浦
陸
雄
さ
ん

※　

背
も
た
れ
つ
き
の
イ
ス
の
予
定
。

※　

申
込
み
は
ど
ち
ら
も
電
話
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://fiah.miracle.ne.jp/hama-b/

vol.164

有

料

広

告

『
つ
な
い
で
ア
ー
ト
』

好
評
開
催
中
！

８
月
の
イ
ベ
ン
ト
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18
年
間
過
ご
し
て
き
た
沖
縄
を
離

れ
て
の
新
生
活
は
、
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
大
学
生
活
も

あ
っ
と
い
う
間
に
５
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。「
１
つ
の
分
野
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
幅
広
く
か
つ
総
合
的
に

学
べ
る
」
と
い
う
島
根
県
立
大
学
に

ひ
か
れ
受
験
し
、
今
こ
う
し
て
大
学

生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
夢
の
よ

う
で
す
。

　

大
学
生
活
で
の
私
の
目
標
は
、
何

　

県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目
の
う

ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律
学
な

ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な
た
も

大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
講
科
目
な
ど
は
、
８
月
上
旬
に

完
成
す
る
募
集
案
内
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
20
日
㈮
～
27
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
23
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
大
学
や
企

業
な
ど
で
一
定
の
勤
務
経
験
が
あ
る

人
を
対
象
と
し
た
事
務
職
員
の
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
（
受
験
案
内
お

よ
び
受
験
申
込
書
な
ど
）
は
、
島
根

県
立
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
立
大

学
総
務
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
23
日
㈪
ま
で

採
用
職
種　
事
務

応
募
要
件　
昭
和
26
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
な
ど

に
お
い
て
企
画
・
教
務
・
学
生
支

援
な
ど
の
業
務
、
ま
た
は
企
業
な

ど
に
お
い
て
総
務
・
財
務
・
企
画

な
ど
の
業
務
に
７
年
以
上
従
事
し

た
経
験
の
あ
る
人

職
務
内
容　
事
務
局
に
お
い
て
、
教

務
・
学
生
支
援
・
総
務
・
財
務
・

企
画
な
ど
の
大
学
事
務
に
従
事

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

勤
務
地　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
・
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス

（
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
異
動
あ
り
）

採
用
予
定
日　
平
成
23
年
４
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
（
☎
�
２

　

２
０
０
）

http://w
w

w
.u-shim

ane.ac.jp/

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な

い
こ
と
で
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
に

「
目
標
は
高
く
、
常
に
前
へ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
、
島
根
県
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
に
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

せ
っ
か
く
島
根
県
に
来
た
の
だ
か
ら
、

浜
田
市
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
出
か
け
、
地
元
の
皆
さ
ん

と
触
れ
合
い
、「
出
会
い
」
を
大
切
に

し
、
島
根
県
に
つ
い
て
も
多
く
の
こ

と
を
学
び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
私
は
学
生
寮
の
寮
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
約
１
５
０
人
の

寮
生
が
共
に
生
活
し
て
い
る
た
め
、

様
々
な
問
題
も
起
こ
り
ま
す
が
、
学

生
や
教
職
員
、
事
務
局
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
、
皆
が
居
心
地
の
良
い
寮
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

４
年
後
に
も
「
島
根
県
立
大
学
で

学
べ
て
良
か
っ
た
！
」と
自
信
を
も
っ

て
言
え
る
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大

切
に
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
た

い
で
す
。

　今年度第２回のオープンキャン
パスを開催します。
　学生による合格体験談・留学体
験談や進学相談会など役立つ内容
が盛りだくさん。また、昼食には
ランチ交流会を開催し、ボラン
ティアの先輩たちと交流を深めて
もらいます。午後からは授業体験、
学生ボランティアが大学内を案内
するキャンパスツアーなど楽しい
企画を用意しています。高校３年
生だけでなく、１年生や２年生、
保護者の皆さんもぜひ参加してく
ださい。　
　申込方法など詳しくは、お問い
合わせください。
日程　９月18日㈯
問い合わせ先　アドミッション室

（☎�２２０３）

総
合
政
策
学
部
１
年　
嘉か

手で

苅か
る

美
春

　

私
は
、
浜
田
に
住
ん
で
今
年
で
17

年
目
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の
た
め
に

出
身
地
の
神
戸
市
か
ら
移
り
住
み
ま

し
た
。
だ
れ
一
人
知
り
合
い
が
い
な

か
っ
た
浜
田
で
の
生
活
に
も
、
今
で

は
す
っ
か
り
慣
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
の
島
根
県
立
大
学
大
学

院
の
開
設
を
知
り
、
約
20
年
働
い
た

後
で
し
た
が
、
も
う
１
度
勉
強
し
よ

う
と
社
会
人
入
学
し
、
今
年
４
月
か

ら
は
島
根
県
立
大
学
の
出
身
者
で
初

め
て
母
校
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
は
浜
田
に
来
て

か
ら
ず
い
ぶ
ん
と
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
自
分

な
り
に
地
域
に
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
ま
ず
「
統

計
学
」
な
ど
自
分
の
担
当
科
目
を
、

し
っ
か
り
講
義
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

講
師　
寺
田
哲
志

vol.82
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u.shimane.ac.jp

島
根
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

経
験
者
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

平
成
22
年
度
秋
学
期

（
10
月
開
講
）
科
目
等

履
修
生
・
聴
講
生
募
集

2010年度　第２回
オープンキャンパスのご案内

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
②
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まちかど
　　　伝言板

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日　
９
月
12
日
㈰

場　
金
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

料　
メ
ン
バ
ー　

１
０
、０
０
０
円

　
　

ビ
ジ
タ
ー　

１
５
、０
０
０
円

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
参
加
料
３
、

０
０
０
円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
を
含
む
。）

申
込
締
切
日　
８
月
10
日
㈫

　

市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
８
月
29

日
㈰
か
ら
10
月
11
日
㈷
ま
で
行
い
ま

す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
・
代
表
者
が
浜
田
市
民
の

同
好
会
チ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
（
学

生
は
、
中
学
校
３
年
生
以
上
）

料　
１
５
、０
０
０
円

申
込
締
切
日　
８
月
16
日
㈪

申　
Ｊ
Ａ
い
わ
み
中
央
西
支
所

　

三
浦
聡
さ
ん
（
☎
�
１
０
０
３
）

問　
市
野
球
連
盟
事
務
局　

中
孝
二

　

さ
ん
（
☎
�
０
４
０
０
・
携
帯
０

９
０-

３
６
３
９-

７
８
１
４
）

　

介
護
力
を
競
い
、
高
め
合
う
コ
ン

テ
ス
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

認
知
症
・
食
事
・
入
浴
・
排
泄
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
５
分
野
別
に
、実
技
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、審
査
・

評
価
を
実
施
後
、
優
秀
者
の
選
考
を

行
い
ま
す
。

対
象　
介
護
有
資
格
者

日　
11
月
10
日
㈬
・
11
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場　
出
雲
体
育
館
（
出
雲
市
）

定　
先
着
１
２
０
人

料　
５
、
０
０
０
円

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご
み
の
里

　

菅
谷
純
子
さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
０
８
５

　

３
�
０
６
８
７
）

　

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
う
合
唱
団
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

募
集
期
間　
12
月
ま
で

練
習
日　
月
１
回
程
度

練
習
場
所　
浜
田
高
等
学
校
音
楽
室

申
・
問　
真
田
節
子
さ
ん

（
☎
�
４
０
１
１
・
携
帯
０
９
０

︲
３
１
７
３
︲
６
８
８
０
）

　

地
域
や
学
校
な
ど
で
音
楽
活
動
に

励
ん
で
い
る
若
い
演
奏
家
や
グ
ル
ー

プ
・
合
唱
団
な
ど
に
発
表
の
場
を
提

供
し
、
演
奏
や
合
唱
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
演
奏
・
合
唱
時
間
は
10
分
程

度
で
す
。

日　
12
月
12
日
㈰

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
石
央
文
化

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内
石
央

音
楽
祭
実
行
委
員
会
（
☎
�
２
１

０
０
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
７
０
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

　

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・

▢ＦＡＸ
�
２
２
３
６
）

まちかど
　　　伝言板

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募
　

集

第
15
回
浜
田
市
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

第
38
回
浜
田
市
長
旗
争
奪

野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
（
介
護
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
）
参
加
選
手

〝
う
た
う
た
う
〟
合
唱
団

参
加
者

第
７
回
石
央
音
楽
祭

出
演
者

有

料

広

告
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一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
試
験
日　
９
月
18
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

航
空
学
生
（
海・空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

応
募
資
格　
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

試
験
日　
９
月
23
日
㈷

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
○
男
性

試
験
日

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

　

９
月
18
日
㈯

②
身
体
検
査
・
口
述
試
験

　

９
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰
の
い
ず
れ

か
１
日

試
験
会
場　
①
浜
田
合
同
庁
舎

　

②
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

○
女
性

試
験
日　
９
月
29
日
㈬

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
応
募
締
切
日　
い
ず
れ
も
９
月
10
日

㈮
※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

第
１
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈰

試
験
会
場　
浜
田
市
・
松
江
市

募
集
職
種

高
等
学
校
卒
業
程
度

　

一
般
事
務
・
総
合
土
木
ほ
か

資
格
免
許
職

保
健
師
・
司
書
・
臨
床
検
査
技
師

ほ
か

申
込
締
切
日　
９
月
３
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
必
ず

受
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

県
人
事
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
受
験
案
内
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.sh
im

a
n

e.
lg.jp/jinjiiinkai/

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
大
学
校
学
生

受
付
期
間　
８
月
26
日
㈭
～
９
月
７

日
㈫
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
は
８
月
26
日
㈭
～
９
月
１

日
㈬
）

第
１
次
試
験
日　
10
月
30
日
㈯
・
31

日
㈰

気
象
大
学
校
学
生

受
付
期
間　
８
月
26
日
㈭
～
９
月
７

日
㈫

第
１
次
試
験
日　
10
月
30
日
㈯
・
31

日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２
︲
２
２
８
︲
１
１
８
３
）

だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
５
４
３
８
）

　

認
知
症
の
症
状
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
実
技
な
ど
、
地
域
の
介
護
者
教
室

や
医
療
・
福
祉
現
場
へ
反
映
で
き
る

実
践
的
な
講
習
会
で
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
８
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ

ジ
島
根
（
三
隅
町
古
市
場
）

料　
無
料

テ
ー
マ　
認
知
症
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動

講
師　
岡
正
治
さ
ん（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
作
業
療
法

士
専
任
教
師
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
学
校
法
人
同
志
社
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
総

務
課
（
☎
�
３
２
６
０
）

資
格
・
試
験

教
室
・
講
座

自
衛
官

認
知
症
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
講
習
会

県
職
員

国
家
公
務
員

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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初
心
者
の
方
大
歓
迎
！
テ
ニ
ス
に

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象　
一
般
男
女

日　
８
月
19
日
㈭
～
10
月
21
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日
（
全
10
回
）

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定　
先
着
30
人

料　
３
、
０
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、ラ
ケ
ッ

ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い（
レ
ン
タ
ル
用
ラ
ケ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
）。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

本
校
小
型
実
習
船
「
あ
わ
し
ま
」

に
乗
船
し
、
イ
カ
釣
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
。
釣
っ
た
イ
カ
は
持
っ
て
帰

れ
ま
す
。

対
象　
Ⅰ
期　
中
学
生
（
保
護
者
同

伴
・
保
護
者
は
２
人
ま
で
可
）

　

Ⅱ
期　
一
般
の
人

日　
Ⅰ
期　
８
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

　
　

Ⅱ
期　
９
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

　

い
ず
れ
も
初
日
午
後
５
時
～
翌
日

午
前
２
時
ま
で

受
付
時
間　
午
後
５
時

集
合
場
所　
浜
田
水
産
高
等
学
校
海

洋
技
術
科
実
習
棟

定　
各
期
先
着
15
人
程
度

料　
１
、
０
０
０
円
（
材
料
費
・
保

険
料
含
む
。）

申
込
期
間

Ⅰ
期　
８
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮

Ⅱ
期　
８
月
30
日
㈪
～
９
月
３
日
㈮

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
方
法　
料
金
を
添
え
て
、
直
接

浜
田
水
産
高
等
学
校
事
務
室
ま
で

来
校
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
水
産
高
等
学
校
イ
カ

釣
り
体
験
講
座
係　

田
邊
賢
一
さ

ん
（
☎
�
３
０
９
８
）

　

島
根
県
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
現
状

を
知
り
、”私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
”

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
率
直
な
意

見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
熱
意
あ
る
行
動
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
８
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師　
県
環
境
政
策
課
職
員

料　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
26
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
地
域
環
境
サ
ー
ク
ル

事
務
局　

後
山
宏
昌
さ
ん
（
☎
０

９
０
︲
４
５
７
０
︲
４
３
９
４
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い

わ
み
が
自
主
事
業
と
し
て
、「
Ｗ
Ｅ

Ｂ
達
人
養
成
講
座
」
を
土
曜
日
講
座

と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
作
成

　

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
る
上
で

必
要
な
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
知
識
か
ら
、

パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

基
本
操
作
ま
で
を
学
び
、
実
際
に
作

成
し
て
み
ま
す
。

日　
９
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯
・
18
日

㈯
・
10
月
２
日
㈯
・
９
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
３
研
修
室

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
実
費
）

申
込
締
切
日　
８
月
20
日
㈮

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
・
メ
ー
ル

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://seib
u

.it-sh
im

a
n

e.
com

/

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
〒
６
９
７
︲
０
０

１
６　

野
原
町
１
８
２
６
︲
１
い

わ
み
ー
る
４
階（
☎
�
９
３
４
６
・

▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室

浜
田
水
産
高
等
学
校

イ
カ
釣
り
体
験
講
座

し
ま
ね
出
前
講
座

地
球
温
暖
化
対
策

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

有

料

広

告
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皆
さ
ん
で
将
棋
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦「
ま
つ
ゆ
き
」

が
浜
田
港
に
入
港
し
ま
す
。

　

「
交
通
安
全
ア
ニ
メ
」・「
ヒ
ロ
シ

マ
へ
の
旅
」・「
ト
ベ
！
ペ
ガ
サ
ス
」

を
上
映
し
ま
す
。

日　
８
月
６
日
㈮
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
７
時
20
分
～
８
時
45
分

場　
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
前
広
場

料　
無
料

問　
瀬
戸
ケ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

浜
田
修
一
さ
ん
（
☎
�
０
７
６
９
）

　

日
本
で
一
番
古
い
石
「
飛
騨
片
麻

岩
」・
浜
田
市
一
の
瀬
「
黄
鉄
鉱
」・

大
麻
山
の
石
ご
う
ろ「
石
英
閃
緑
岩
」・

三
隅
町
野
山
岳
「
玄
武
岩
」・
南
極
昭

和
基
地「
ザ
ク
ロ
石
黒
雲
母
片
麻
岩
」

そ
の
ほ
か
１
２
５
点
の
岩
石
・
化
石

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日　
８
月
８
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
抱
月
生
誕
地
公
園
前
（
金
城
町

小
国
）

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０
︲

５
２
６
５
︲
０
７
６
６
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
面
接
・

情
報
提
供
を
行
う
就
職
面
接
会
を
開

催
し
ま
す
。

対
象　
平
成
23
年
３
月
に
大
学
な
ど

を
卒
業
す
る
人
や
、
平
成
22
年
３

月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
後
未
就
職

者
で
県
内
就
職
を
希
望
す
る
人
な

ど
日　
８
月
12
日
㈭

　

正
午
～
午
後
４
時

場　
い
わ
み
ー
る

※　

企
業
情
報
誌
・
会
社
案
内
・
求

人
一
覧
な
ど
の
資
料
を
自
由
に
持

日　
①
８
月
２
日
㈪

　

午
後
１
時
～
６
時

　

②
８
月
３
日
㈫

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
１

時
～
４
時

※　

各
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
に

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

場　
浜
田
港
福
井
埠
頭

※　

長
浜
埠
頭
に
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

料　
無
料

※　

駐
車
場
は
、
し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
周
辺
（
長
浜
の
場
合
は
、
長

浜
港
周
辺
を
予
定
）
に
準
備
し
ま

す
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

※　

駐
車
場
の
受
付
で
、
氏
名
・
住

所
を
記
入
し
「
入
出
場
確
認
証
」

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

手
話
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん
、
浜

田
ろ
う
学
校
で
楽
し
く
手
話
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
未
経
験
者
も
大
歓

迎
で
す
。

　

介
護
の
分
野
で
働
き
た
い
人
を
対

象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
取

得
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
で
の
お
試
し
勤
務
を
通

し
て
、
自
分
に
あ
っ
た
就
職
先
選
び

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
研
修
終
了
後
の
お
試
し
勤
務
期

間
中
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
臨

時
的
に
雇
用
さ
れ
な
が
ら
、
就
職
先

選
び
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
13
日
㈮
ま
で

場　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

定　
15
人
程
度

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
８
千

円
程
度
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真

添
付
）
１
部
を
提
出
し
、
面
接
の

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見

支
所
【
〒
６
９
７
︲
０
０
１
６

野
原
町
１
８
２
６
︲
１
（
☎
�
９

３
４
０
）】

場　
浜
田
ろ
う
学
校

定　
各
回
25
人

申
込
方
法　
事
前
に
必
ず
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問　
浜
田
ろ
う
学
校
（
☎
�
０
１
４

　

６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６
３
）

日　９月～平成23年２月までの指
定した月曜日

時間　午前 10 時～ 11 時

開　　催　　日
９月 ６日･13日･27日
11月 ８日･15日
12月 ６日･13日
１月 17日･24日･31日
２月 ７日･14日･21日･28日

将
棋
を
楽
し
む
会

子
ど
も
将
棋
教
室

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

「
ま
つ
ゆ
き
」
一
般
公
開

第
28
回
瀬
戸
ケ
島

ア
ニ
メ
祭
り

夏
休
み　
石
の
学
習

桑
田
岩
石
園
説
明
会

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

浜
田
ろ
う
学
校
手
話
講
座

介
護
人
材
緊
急
雇
用
事
業

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
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美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念
物
・

石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田
に
帰
省

　

今
年
も
お
盆
恒
例
の
「
弥
栄
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
迫

力
満
点
の
打
ち
上
げ
花
火
の
ほ
か
、

地
元
社
中
に
よ
る
石
見
神
楽
や
田
ば

や
し
上
演
、
毎
年
好
評
の
俵
投
げ
大

会
を
行
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
コ
ー

日　
８
月
15
日
㈰　

午
後
４
時
～

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

ど
ぶ
ろ
く
は
、
数
量
限
定
販
売

と
な
り
ま
す
。

※　

駐
車
場
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

出
場
者
募
集

　

俵
投
げ
大
会
に
出
場
を
希
望
す
る

人
は
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
市
弥
栄
支
所
産
業
課
内
弥

栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
１
１
２
）

ナ
ー
で
は
、
地
元
集
落
の
出
店
の
ほ

か
、「
ど
ぶ
ろ
く
」販
売
も
行
い
ま
す
。

お
盆
は
ぜ
ひ
、「
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
へ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

し
た
人
や
、
こ
の
機
会
に
「
天
然
の

地
学
博
物
館
」
と
も
言
わ
れ
る
石
見

畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
知
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
唐
鐘
漁
港
（
国
分
町
）
畳
ヶ
浦

ト
ン
ネ
ル
入
口

※　

駐
車
場
は
、
浜
田
養
護
学
校
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
☎
０
９
０
︲

５
２
６
５
︲
０
７
６
６
）

　

本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
４
６
５
）

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

※　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
職
業
検
索
を

し
た
り
、
担
当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
も
同
時
開
催

し
ま
す
。

問　
本
庁
産
業
政
策
課
内
浜
田
・
江

津
地
区
雇
用
推
進
協
議
会

（
☎
内
線
４
１
５
）

【
同
時
開
催
】

福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　

福
祉
職
場
で
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
人
を
対
象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

面
接
相
談
な
ど
、
就
職
に
関
す
る
相

談
、
情
報
提
供
や
就
職
活
動
に
関
す

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
求
職
登
録
も
で
き
ま
す

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

※　

就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
の
会
場
に

は
、
託
児
室
も
あ
り
ま
す
の
で
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
製
品
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
８
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　
　

Ａ
３
判 　
（
１
枚
）
６
０
０
円

　
　

つ
け
染
め
（
１
枚
）
５
０
０
円

※　

和
紙
製
品
作
り
は
、
別
途
料
金

が
必
要
で
す
。
入
館
は
無
料
で
、

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

助
成
事
業
を
活
用
し
、
次
の
と
お
り

講
演
会
や
三
階
山
野
外
観
察
会
を
開

催
し
ま
す
。

①
講
演
会

講
師　
神
田
博
史
さ
ん
（
安
田
女
子

大
学
薬
学
部
教
授
）

②
昼
食
（
身
近
な
旬
の
食
材
を
使
っ

た
薬
膳
弁
当
）

③
三
階
山
野
外
観
察
会

　

散
策
の
で
き
る
服
装
で
、
雨
具
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日　
８
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

受
付　
午
前
10
時
～

場　

①
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー
研
修
室
（
午
前
）

　

③
三
階
山
（
午
後
）

定　
先
着
50
人

料　
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
・
保

険
料
な
ど
）

申
込
締
切
日　
８
月
12
日
㈭

申
込
方
法　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
、
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
年
齢
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

【
〒
６
９
７
︲
０
０
２
７　

殿
町

１
２
４
︲
２
（
☎
�
３
０
２
５
・

▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

現
地
見
学
会

第
24
回
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

～
浜
田
の
自
然
を
再
発
見
～

薬
草
セ
ミ
ナ
ー

三
階
山
で
薬
草
を
探
そ
う
！
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子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
８
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

表
彰
式

日　
８
月
28
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
加
藤
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
９
４
３
）

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
遊
具
や
、
親
子
で
卓

球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
を
思
い
思
い
に
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
ま
た
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る「
で
き
る
か
な
？
」

コ
ー
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

日　
９
月
４
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
☎
�
１
２
０
１
）

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
、
手

芸
品
の
展
示
販
売
や
、
陶
器
・
手
作

り
雑
貨
・
ク
ッ
キ
ー
・
季
節
の
野
菜

な
ど
の
販
売
、
手
作
り
カ
レ
ー
の
お

店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

先
着
60
人
に
は
、
花
の
苗
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日　
８
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
っ
子
作
業
所

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ア
ク
ア
ス
サ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０

　

ア
ク
ア
ス
前
の
砂
浜
に
巨
大
な
サ

ン
ド
ア
ー
ト
が
出
現
！
砂
で
創
り
出

す
幻
想
的
な
世
界
を
見
に
行
こ
う
♪

日　
８
月
29
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
宝
探
し
大
会

　

開
会
式
終
了
直
後
、
任
天
堂
Ｗ
ｉ

ｉ
や
ペ
ア
宿
泊
券
な
ど
豪
華
商
品
が

当
た
る
宝
探
し
大
会
を
開
催
。
景
品

は
盛
り
だ
く
さ
ん
！
砂
の
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
お
宝
を
掘
っ
て
掘
っ
て

掘
り
つ
く
そ
う
！

※　

午
前
11
時
で
終
了
、
お
宝
は
１

人
１
つ
ま
で

料　
無
料

○
サ
ン
ド
ア
ー
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

童
心
に
か
え
っ
て
、
家
族
で
、
友

だ
ち
で
、
砂
を
掘
っ
て
遊
ぼ
う
♪

午
前
の
部　
午
前
11
時
～
午
後
０
時

30
分

午
後
の
部　
午
後
０
時
30
分
～
２
時

定　
各
部
先
着
20
組

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
に
、
代
表

者
の
住
所
・
参
加
者
全
員
の
名
前
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp/

※　

当
日
、
会
場
で
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
事
前
申
込
み
な
ど
に
よ
り

定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
り

ま
す
。

料　
無
料

申　
ア
ク
ア
ス
内
ア
ク
ア
ス
サ
ン
ド

フ
ェ
ス
タ
事
務
局
【
〒
６
９
７
︲

０
０
０
４　

久
代
町
１
１
１
７
番

地
２
】

○
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

公
園
内
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
ク
イ

ズ
の
暗
号
を
と
き
な
が
ら
、
ク
イ
ズ

を
解
い
て
い
こ
う
！

　

閉
会
式
で
抽
選
を
行
い
、
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
30
人
に
す
て
き
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
よ
。
何
が

当
た
る
か
は
秘
密
。

時
間　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

ス
ペ
シ
ャ
ル
フ
ラ
イ
デ
ー
ナ
イ
ト
in

ア
ク
ア
ス

　

８
月
限
定
！
金
曜
日
だ
け
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
ア
ク
ア
ス
の
夜
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
・
20
日

㈮
・
27
日
㈮

○
夜
の
水
族
館
を
楽
し
も
う

　

８
月
の
毎
週
金
曜
日
は
、
開
館
時

間
を
延
長
し
ま
す
。
夜
の
特
別
企
画

も
あ
り
ま
す
。
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は

夜
だ
け
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま

す
。

時
間　
午
後
６
時
～
８
時
30
分

○
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場
に
て
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

延
長
時
間　
午
後
８
時
～
９
時

８
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
１
日
㈰　

佐
野
神
楽
社
中

　
　

13
日
㈮　

久
木
神
楽
社
中

　
　

14
日
㈯　

大
都
神
楽
団

　
　

15
日
㈰　

岡
崎
神
楽
社
中

岡
見
神
遊
座

　
　

22
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

　
　

29
日
㈰　

宇
野
保
存
会

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、
当
面

の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し

ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

夏
休
み
期
間
中
は
、
休
ま
ず
開

館
し
ま
す
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
っ
子
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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本
池
秀
夫　
革
の
世
界

す
べ
て
が
革
で
で
き
て
い
る
！

　

米
子
市
在
住
の
作
家
、本
池
秀
夫
。

日
常
の
ひ
と
コ
マ
を
題
材
と
し
た
人

形
や
、
実
在
の
動
物
を
等
身
大
で
表

現
し
た
動
物
な
ど
、
と
き
に
繊
細
、

と
き
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
そ
の
作
品

は
、
す
べ
て
革
で
で
き
て
い
る
。
素

材
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
す
一
方
、
革

の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
本
池
の
表
現
。

新
作
を
含
む
約
70
点
の
世
界
で
、
驚

き
の
世
界
を
体
感
し
よ
う
。

日　
８
月
30
日
㈪
ま
で

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
、
午
後
６

時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館（
グ
ラ
ン
ト
ワ
内
）

※　

毎
週
火
曜
日
は
休
館
日
（
た
だ

し
、
８
月
10
日
㈫
は
開
館
）

浜
田
真
理
子
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
ラ
イ

ブ
～
月
に
聞
く
～

　

「
情
熱
大
陸
」
の
特
集
で
ブ
ー
ム

を
巻
き
起
こ
し
た
島
根
県
在
住
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
浜
田
真
理

子
。待
望
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演
決
定
。

心
に
染
み
入
る
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
を

満
月
の
こ
の
日
、
ぜ
ひ
ラ
イ
ブ
で
。

日　
９
月
23
日
㈷

開
場　
午
後
２
時
30
分

開
演　
午
後
３
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定
３
、
０
０
０
円

　

金
銭
、
夫
婦
・
親
子
、
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
や
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
調
停
委
員

問　
松
江
地
方
裁
判
所
浜
田
支
部

（
☎
�
０
６
７
８
）

会
員　
１
、
５
０
０
円

※　

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
９
月
16

日
㈭
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

　

８
月
１
日
㈰
か
ら
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
石
見
交
通
㈱
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

『
広
報
は
ま
だ
』
６
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
浜
っ
子
夏
ま
つ
り
の
開
催

時
間
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
浜
田
市

合
併
５
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
記
念
し
て
開
始
時
間
を
早
く

し
て
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
７
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

場　
浜
田
漁
港
７
号
岸
壁
周
辺

開
催
時
間

変
更
前　

午
後
６
時
～
10
時

変
更
後　
午
後
４
時
～
10
時

問　
石
見
交
通
㈱
浜
田
営
業
所

（
☎
�
２
２
１
１
）

http://iw
am

igroup.jp/

変更前 変更後

江津駅 8:20 7:45

宇　野 9:11 8:36

浜田駅 9:30 8:55

熱　田 9:48 9:13

周　布 10:02 9:27

浜田市合併５周年記念事業
下垣真希 平和リサイタル２０１０ 「命の賛歌」

　世界中の人々に戦争の愚かさと平和の尊さを訴え続けた永井隆博士の精神の
継承を使命として、音楽活動をしている浜田市出身の声楽家（ソプラノ歌手）
下垣真希さんの平和コンサートです。日本の四季の情景をテーマにした唱歌と
美しい歌声をお楽しみください。
第１部
　浜田市民歌・ふるさとの四季（市
民合唱団とのジョイント）・千の風
になって・さとうきび畑ほか

日　８月８日㈰　　開場　午後１時30分
　　　　　　　　　開演　午後２時
場　石央文化ホール大ホール
料　前売券　一般1,000円（1,300円）
　　　　　　学生　500円（　600円）
※　（　）内は当日券（中学生以下無料。

ただし、未就学児の入場はできませ
ん。）

※　マリンスタンプカードでの
チケット購入もできます。

チケット販売
　石央文化ホール・本庁文化振

興課および各支所教育委員会
分室・各プレイガイド

問　石央文化ホール
　（☎�２１００）

第２部
　歌語り『わが心の歌 長崎の鐘』
浜辺の歌・浜千鳥・アメージンググ
レースほか

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

無
料
調
停
相
談

石
見
交
通
路
線
バ
ス

「
有
福
線
」
の
時
刻
変
更

２
０
１
０
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

開
催
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

そ
の
他
の
お
知
ら
せ
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平成23年５月31日までに
全世帯義務化

住宅用火災警報器の設置を!
マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,702 20,557 23,129 43,686
金 城 1,912 2,311 2,508 4,819

旭 1,421 1,543 1,678 3,221
弥 栄 720 728 813 1,541
三 隅 2,869 3,222 3,631 6,853
合 計 26,624 28,361 31,759 60,120

　畳ヶ浦は国分町唐鐘海岸にあって、別名を床
とこ

の浦
うら

ともいう。約49,000㎡の波
は

食
しょく

棚
ほう

が広がり、高さ約25ｍの見事な礫
れき

岩
がん

・砂岩の海
かい

食
しょく

崖
がい

や幾つもの断層がみられる。
　波食棚では縦横に走る小さな亀裂がみられ、畳を敷きつめたようにみえること
から「千

せん

畳
じょう

敷
じき

」と呼ばれる所
ゆ え ん

以となっている。
　この波食棚の砂岩層は、第３紀中期中新世（約1600万年前）の地層で、多種類
の貝化石や流木・鯨骨・生

せい

痕
こん

などの化石が含まれている。化石の保存状態は極め
てよい。また、千畳敷には腰かけのような丸い石（団

だん

塊
かい

＝ノジュール）が平行に
並んでいる。これは海食崖の地層中にも数多くみられ、貴重な学術的資料を提供
している。
　穴観音と呼ばれる海食洞や海中にそそりたつ犬島・猫島の景観は美しく、観光
地としても有名である。

わがまち 再発見！

人　口（６月末現在）

（単位：人）

石
いわ

見
み

畳
たたみ

ヶ
が

浦
うら

（国指定文化財・天然記念物）


